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平成21年度施政方針と予算②

平成21年度町職員人事⑧
白鷹町役場各課業務のごあんない⑩
平成21年４月から介護保険料が変わります⑫
白鷹町文化交流センター「あゆーむ」の
使用予約受付を開始します。⑭
緊急経済対策関連の取り組みについて⑱
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よつば保育園入園式　－　不安と期待、今日が社会への第一歩（４月４日）
　よつば保育園には新たに13人が入園し、全73人となった園児たち。先生から名前が呼ばれると一人ひとり「はい！」と大

きな声で返事をして立ち上がり、出席者やお父さんお母さんたちの笑顔を誘っていました。これまで町立だった同保育園は、

昨年度１年間の引継ぎ保育期間を経て、今年度から社会福祉法人白鷹会が運営していくことになりました。
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平
成
21
年
度
施
政
方
針
と
当
初
予
算

今
年
、
白
鷹
町
は
こ
ん
な
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す

　昨年10月に町長に就任し、約５カ月間、町政の舵を取られせてい
ただいてまいりました。あらためて町民の皆さまの声をお聞きしま
すと、まちづくりへの熱い思いが感じられ、その重責に身が引き締
まる思いです。
　平成21年度は、本町にとって大きな転換の年であります。
　まずは、平成22年度を目標年度とした「第４次白鷹町総合計画」
が終期を迎えることから、これからの10年を見据えたまちづくり計
画として、町民の皆さまの声が反映され、目標に向かい一丸となっ
て取り組める第５次の計画策定の時期であるということです。
　また、町制が施行されて55周年の節目でもあり、先人が築いてこ
られた伝統と文化を見つめ直し、次の世代に伝えていくことがわた
したちに課せられた責務であると、あらためて確認する年でもあり
ます。
　さらに、本町の発展に大きく影響してきた「過疎法」は時限立法
のため、平成22年３月をもって失効することになっています。現過
疎法を含め、これまで栃窪集落の移転をはじめ、４期にわたり過疎
対策が講じられてきましたが、依然として過疎に歯止めがかかって
いないのも現実です。今後も、地域が有している資源や価値を十分
見つめ直して、多面的・公共的機能の維持の観点も含め、新たな過
疎対策の実施と展開を拓くことが急務となっています。
　世界的規模の社会経済変動がわたしたちの生活に直接影響する状
況のなかで、町民の皆さまとともに、英知を結集して果敢に取り組
むことが必要と考えています。
　今回は、年度始めとして、平成21年度の施政方針などについてお
知らせいたしますが、本町のさらなる発展と住民福祉の向上に向け、
全力を傾注してまいる所存でありますので、町民の皆さまのご協力
を賜りますようお願いいたします。

白鷹町長　佐  藤  誠  七
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施
策
の
概
要

１
．未
来
を
担
う
人
づ
く
り

（
１
）
荒
砥
高
校
の
存
続

○
荒
砥
高
校
の
存
続
を
重
点
課
題
に
置
き
、
入
学
者
の
確
保
に
向
け
、

新
入
生
に
対
す
る
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
荒
砥
高
等
学
校
を
考
え
る
会
の
活
動
支
援
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ

ん
や
関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ
た
魅
力
あ
る
荒
砥
高
校
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

（
２
）
教
育
の
充
実

○
【
小
・
中
学
校
】
町
独
自
施
策
と
し
て
生
活
指
導
員
の
配
置
を
は
じ

め
、
英
語
指
導
助
手
設
置
事
業
の
推
進
や
特
色
あ
る
学
校
経
営
推
進
事

業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
【
学
校
環
境
の
整
備
】
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
向
け
た
全
町
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
運
行
、
老
朽
化
し
て
い
た
小
・
中
学
校
の
教
育
用
パ
ソ
コ

ン
の
更
新
、
共
同
調
理
場
の
フ
ー
ド
整
備
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

（
３
）
生
涯
学
習
の
推
進

○
【
社
会
力
の
向
上
】
白
鷹
学
講
座
や
、
蚕
桑
小
学
校
と
鷹
山
小
学
校

で
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

○
【
子
ど
も
た
ち
の
た
く
ま
し
い
成
長
】
子
ど
も
い
き
い
き
体
験
塾
を

各
地
区
公
民
館
単
位
で
開
催
し
ま
す
。

○
【
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
】
就
学
時
期
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
な

ど
を
対
象
に
し
た
講
演
会
や
講
座
開
催
を
新
た
に
支
援
し
ま
す
。

○
昨
年
10
月
設
立
の
白
鷹
町
少
年
少
女
合
唱
団
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

２
．安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

（
１
）
子
育
て
支
援

○
【
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
策
】
子
ど
も
の
医
療
費
に
対
す
る
助
成
を

拡
充
し
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
は
所
得
制
限
を
撤
廃
し
医
療

費
を
無
料
に
、
小
学
生
は
医
療
費
の
３
分
の
２
を
助
成
し
ま
す
。
妊
婦

健
診
の
助
成
回
数
も
拡
充
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
つ

く
り
ま
す
。

○
【
保
育
関
係
】
よ
つ
ば
保
育
園
が
平
成
21
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
に
移
行
。
各
保
育
園
と
も
地
域
に
開
か
れ
た
保
育
園
と
し
て
、
家
庭

や
地
域
と
連
携
し
、
一
層
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

（
２
）
と
も
に
暮
ら
す
健
や
か
社
会

○
【
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
】
子
育
て
支
援
、
各
世
代
に

お
け
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
障
が
い
者
の
自
立
支
援
な
ど
、
地
域
福

祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

○
【
介
護
保
険
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
介
護
予
防
や
サ

ー
ビ
ス
の
調
整
、
総
合
相
談
体
制
の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保

険
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

○
【
健
康
対
策
】
生
活
習
慣
病
や
要
介
護
状
態
の
予
防
に
着
目
し
た
検

診
、
指
導
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
食
生
活
や
運
動
な
ど
健
康

づ
く
り
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

○
【
町
立
病
院
】
医
師
の
確
保
に
努
め
、
入
院
、
外
来
、
救
急
医
療
の

維
持
充
実
と
と
も
に
、
人
間
ド
ッ
ク
事
業
を
主
と
し
た
検
診
事
業
を
積

極
的
に
行
い
ま
す
。

（
３
）
環
境
保
全

○
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
養
成
を
は
じ
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
ゴ

ミ
の
分
別
・
減
量
化
に
向
け
た
啓
発
、
実
践
指
導
活
動
を
進
め
ま
す
。

○
Ｅ
Ｍ
を
使
っ
た
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
、
廃
食
油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
燃
料
の

事
業
化
に
向
け
た
調
査
、
研
究
を
進
め
ま
す
。

○
【
下
水
道
事
業
】
水
洗
化
人
口
の
増
加
、
流
入
水
量
の
増
大
に
対
応

し
処
理
能
力
を
確
保
す
る
た
め
の
処
理
施
設
の
増
設
工
事
、
町
設
置
型

の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
を
実
施
し
、
生
活
排
水
対
策
を
積
極
的
に

進
め
ま
す
。

（
４
）
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り

○
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
外
構
工
事

や
子
育
て
支
援
住
宅
６
棟
の
整
備
、
宮
の
前
交
流
広
場
整
備
事
業
、
町

道
整
備
事
業
な
ど
を
計
画
ど
お
り
進
め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
事
業
効
果
の
分
析
調
査
を
行
い
ま
す
。

○
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
引
き
続
き
保
留
地
の
分
譲
促
進
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
５
）
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

○
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ
ー
む
」
は
、
外
構
工
事
が
完
成

す
る
平
成
21
年
10
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
と
な
り
、
開
館
か
ら
１
年

を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ヤ
ー
（
開
館
を
記
念
す
る
年
）
と
位
置
づ
け
、
町

内
の
芸
術
文
化
団
体
と
連
携
し
、
各
種
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

○
管
理
運
営
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
度
は
町
が
直
接
行
う
こ

と
と
し
、
平
成
22
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
制
度
に
基
づ
く
運
営
委
託

主
な
事
業
の
概
要

●
総
務
費　
　
　

８
億
６
２
０
４
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

５
万
３
７
９
３
円

　

前
年
度
比
▲
１
・
６
％
�

デ
マ
ン
ド
型
交
通
運
行
事
業　
　

１
４
１
６
万
円

総
合
計
画
策
定
事
業　
　
　
　
　
　

３
５
０
万
円

町
制
施
行
55
周
年
記
念
事
業　
　
　

１
２
０
万
円

財
政
調
整
基
金
積
立
�
地
域
雇
用
創
出
推
進
対
応
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
３
０
０
万
円

コ
ミ
�
ニ
テ
�
創
造
事
業
�
杉
沢
中
央
公
園
整
備
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
万
円

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
７
０
万
円

農
林
業
セ
ン
サ
ス
統
計
調
査　
　
　

２
６
０
万
円

●
民
生
費　
　
　

16
億　

３
３
１
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

10
万
51
円

　

前
年
度
比
２
・
３
％
�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金　

７
４
０
８
万
円

障
害
者
自
立
支
援
給
付
�
地
域
生
活
支
援
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
１
８
１
６
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
費　
　
　
　

２
億
２
２
２
６
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金　

２
億
１
１
７
０
万
円

福
祉
医
療
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
５
４
９
万
円

子
育
て
支
援
医
療
費　
　
　
　
　
　

１
０
８
２
万
円

児
童
手
当
支
給
事
業　
　
　
　

１
億
１
６
２
３
万
円

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業　
　
　
　

５
６
５
万
円

保
育
園
費　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
３
１
９
３
万
円

●
衛
生
費　
　
　

４
億
２
１
７
４
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

２
万
６
３
１
８
円

　

前
年
度
比
▲
４
・
６
％
�

人
間
ド
�
ク
・
各
種
検
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
７
７
万
円

妊
婦
健
康
診
査
事
業
�
14
回
�　
　
　

５
５
８
万
円

浄
化
槽
設
置
推
進
事
業
�
町
設
置
型
�
５
８
４
万
円

清
掃
事
業
所
分
担
金　
　
　
　
　

９
８
８
０
万
円

病
院
事
業
会
計
繰
出
金　
　

１
億
４
５
０
０
万
円

水
道
事
業
会
計
繰
出
金　
　
　
　

１
５
２
７
万
円

平成21年度　施政方針・予算
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に
向
け
、
組
織
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（
７
）
道
路
・
公
共
交
通

○
【
道
路
交
通
網
の
整
備
】
新
荒
砥
橋
架
け
替
え
に
向
け
、
早
期
整
備

の
促
進
に
必
要
な
対
応
を
行
い
、
ま
た
国
道
２
８
７
号
線
黒
滝
橋
前
後

の
狭

き
ょ
う
あ
い隘

区
間
の
解
消
な
ど
を
県
に
要
望
し
ま
す
。

○
【
町
道
】
交
付
金
事
業
で
あ
る
赤
坂
深
山
線
の
推
進
、
荒
砥
本
宿
線

の
改
良
整
備
と
田
尻
笠
松
線
の
歩
道
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
浅
立
沼
田
岩
崎
線
、
向
福
寺
坂
線
、
佐
野
東
線
の
道
路
改
良
工
事

及
び
荒
砥
浅
立
線
の
舗
装
整
備
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

○
【
公
共
交
通
体
系
】
交
通
空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
、
町
内
全
域
を

カ
バ
ー
す
る
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
ま
す
。
ま
た
、
デ

マ
ン
ド
交
通
の
導
入
で
廃
止
と
な
る
町
営
バ
ス
荒
砥
・
大
瀬
線
と
山
交

バ
ス
荒
砥
・
中
山
線
に
は
、
一
般
の
か
た
も
利
用
で
き
る
住
民
混
乗
方

式
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
し
ま
す
。

（
８
）
消
防
・
防
災

○
【
防
災
体
制
の
強
化
】
総
合
的
な
防
災
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
自

主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど
危
機
管
理
体
制
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

○
【
迅
速
な
活
動
体
制
の
充
実
】
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
消
防
団

の
組
織
強
化
な
ら
び
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
、
消
火
栓
の
設
置

な
ど
消
防
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

（
９
）
高
度
情
報
化

○
【
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
】
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
対
し
要
望
を
強
め

な
が
ら
、
大
容
量
の
情
報
を
瞬
時
に
や
り
取
り
で
き
る
高
速
通
信
網
と

し
て
、
全
町
民
設
民
営
光
フ
ァ
イ
バ
ー
構
想
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

○
【
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
】
平
成
23
年
７
月
の
完
全
移
行
に
向
け
、

共
同
受
信
地
区
や
難
視
聴
エ
リ
ア
に
対
し
て
、
国
や
県
の
補
助
事
業
も

視
野
に
入
れ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

３
．活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

（
１
）
農
業
の
振
興

○
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
軸
に
、
遊
休
農
地
解
消
、
耕
畜
連
携

の
推
進
、
担
い
手
や
集
落
営
農
な
ど
の
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
食
育
基
本
計
画
を
策
定
し
、
食
料
自
給
率
向
上
に
向

け
て
食
育
を
進
め
ま
す
。

○
環
境
保
全
型
水
田
農
業
総
合
対
策
事
業
や
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

推
進
事
業
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ

る
農
地
維
持
保
全
や
堆
肥
利
活
用
の
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

○
新
た
な
施
策
と
し
て
、
萩
野
地
区
の
基
盤
整
備
事
業
を
進
め
る
た
め

の
調
査
設
計
業
務
を
行
う
ほ
か
、
農
業
施
設
の
長
く
利
用
し
て
い
く
た

め
、
白
鷹
揚
水
機
場
の
施
設
整
備
、
鮎
貝
排
水
機
場
の
調
査
設
計
業
務

を
行
い
ま
す
。

（
２
）
工
業
の
振
興

○
【
企
業
支
援
】
中
小
企
業
緊
急
金
融
対
策
事
業
に
よ
る
利
子
補
給
を

行
い
ま
す
。
東
京
へ
の
白
鷹
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
を
継
続
し
、

受
注
拡
大
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

○
【
人
材
育
成
】
技
能
検
定
合
格
を
目
指
す
技
術
者
の
支
援
や
、
現
場

力
の
向
上
を
目
指
す
中
小
企
業
技
術
者
養
成
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
【
雇
用
の
維
持
、
確
保
】
中
小
企
業
緊
急
雇
用
維
持
支
援
事
業
、
新

規
学
卒
者
の
就
職
支
援
す
る
人
材
確
保
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
雇
用
の
場
の
創
出
や
所
得
の
向
上
を
目
指
し
、
企
業
誘
致
活
動

を
進
め
ま
す
。
特
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
制
度
を
有

効
に
活
用
し
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
３
）
商
業
の
振
興

○
町
内
消
費
を
拡
大
し
商
業
の
活
性
化
を
促
す
た
め
、
商
工
会
が
事
業

主
体
と
な
り
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
す
る
商
業
活
性
化
事
業
、
住

宅
需
要
拡
大
推
進
事
業
に
よ
る
給
付
金
交
付
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
４
）
観
光
・
交
流
の
拡
大

○
よ
り
「
白
鷹
な
ら
で
は
」
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
、
誘
客
・
交
流
人

口
の
増
加
、
地
域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

○
白
鷹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
に
よ
る
研
修
・
実
践
に
よ
り
、
訪

れ
た
人
が
求
め
る
商
品
の
開
発
や
品
質
向
上
を
行
う
物
産
振
興
や
四
季

の
魅
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
山
口
・
中
山
を
モ

デ
ル
地
区
に
、
滞
在
型
観
光
、
白
鷹
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
た
め
の
研
修

や
実
践
を
行
い
ま
す
。

○
最
上
川
の
景
観
を
活
か
し
た
取
り
組
み
や
白
鷹
・
朝
日
･
大
江
３
町

の
広
域
観
光
、
板
大
工
の
養
成
な
ど
を
行
う
ほ
か
、「
お
お
た
商
い
観
光

フ
ェ
ア
」「
三
鷹
わ
く
わ
く
交
流
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
出
展
の
支
援
な
ど
を

行
い
、
町
外
で
の
物
販
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

○
３
年
目
と
な
る
「
や
ま
が
た
花
回
廊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
「
天
地
人
」

の
誘
客
を
次
に
つ
な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

（
５
）
産
業
連
携

　

本
町
に
は
、
農
村
地
域
だ
か
ら
こ
そ
伝
承
さ
れ
て
き
た
文
化
や
地
域

●
農
林
水
産
業
費　

３
億
４
９
０
５
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

２
万
１
７
８
２
円

　

前
年
度
比
12
・
６
％
�

産
地
競
争
力
強
化
総
合
対
策
事
業　

２
９
３
万
円

た
め
池
等
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
繰
出
金
６
７
２
６
万
円

農
村
災
害
対
策
整
備
事
業
�
鮎
貝
排
水
機
場
調
査
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
６
万
円

土
地
改
良
区
統
合
整
備
事
業　
　
　

１
５
８
万
円

基
幹
水
利
施
設
ス
ト
�
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業�
白
鷹
揚
水
機
場
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
３
１
０
万
円

萩
野
地
区
農
地
環
境
整
備
事
業
�
ほ
場
整
備
調
査
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
９
２
万
円

地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
�
推
進
事
業　

３
５
０
万
円

担
い
手
総
合
支
援
対
策
事
業　
　
　
　

８
６
万
円

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
支
援
事
業�
遊
休
農
地
対
策
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
８
８
万
円

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業�
白
鷹
東
部
線
�　

５
５
１
万
円

●
商
工
費　
　
　
　
１
億
８
０
５
３
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

１
万
１
２
６
５
円

　

前
年
度
比
14
・
４
％
�

最
上
川
流
域
交
流
推
進
事
業　
　
　
　

６
３
万
円

観
光
交
流
推
進
事
業　
　
　
　
　
　

１
５
５
万
円

天
地
人
観
光
誘
客
推
進
事
業　
　
　
　

６
０
万
円

第
三
セ
ク
タ
�
経
営
改
革
検
討
事
業　

５
１
万
円

受
注
拡
大
推
進
事
業　
　
　
　
　
　

１
０
４
万
円

商
業
活
性
化
促
進
事
業
�
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

住
宅
需
要
拡
大
促
進
事
業　
　
　
　

５
０
０
万
円

白
鷹
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
�
ス
設
置
事
業　

４
８
９
万
円

中
小
企
業
緊
急
金
融
対
策
事
業　
　

２
５
０
万
円

中
小
企
業
緊
急
雇
用
維
持
支
援
事
業　

４
０
０
万
円

●
土
木
費　
　
　

11
億
４
１
５
２
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

７
万
１
２
３
４
円

　

前
年
度
比
▲
15
・
２
％
�

道
路
維
持
�
除
雪
�
道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
９
７
４
２
万
円

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
整
備
事
業
�
外
構
整
備
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億　

２
８
７
万
円

四
季
の
郷
子
育
て
支
援
住
宅
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
１
５
０
０
万
円

四
季
の
郷
・
宮
の
前
交
流
広
場
整
備
事
業　

９
９
４
２
万
円

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
町
道
整
備
事
業
�
参
道
景
観
形
成
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
８
０
万
円

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
活
用
調
査
事
業　

３
２
３
万
円

下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金　

３
億
９
０
５
１
万
円

●
消
防
費　
　
　
　
３
億　

９
５
３
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

１
万
９
３
１
５
円

　

前
年
度
比
６
・
３
％
�

西
置
賜
行
政
組
合
負
担
金　

２
億
４
７
１
６
万
円

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業
�
第
三
分
団
�　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
１
６
万
円

消
火
栓
設
置
事
業　
　
　
　
　
　
　

２
６
１
万
円

●
教
育
費　
　
　
　
６
億
２
２
４
３
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

３
万
８
８
４
１
円

　

前
年
度
比
▲
10
・
１
％
�

荒
砥
高
等
学
校
新
入
生
応
援
事
業　

５
０
０
万
円

小
中
学
校
情
報
教
育
コ
ン
ピ
�
�
タ
�
更
新
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
２
７
万
円

ス
ク
�
ル
バ
ス
導
入
・
運
行
事
業　

６
６
５
５
万
円

白
鷹
学
講
座
開
催
事
業　
　
　
　
　
　

９
２
万
円

石
造
文
化
財
調
査
報
告
書
作
成
事
業　

５
０
万
円

こ
ど
も
芸
術
文
化
育
成
事
業　
　
　
　

２
０
万
円

文
化
交
流
セ
ン
タ
�
運
営
事
業　

３
６
０
８
万
円

日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
�
ル
１
部
リ
�
グ
開
催
事
業　

７
７
万
円

学
校
給
食
共
同
調
理
場
施
設
整
備
事
業　

１
０
３
０
万
円

●
公
債
費　
　
　

14
億
４
０
２
１
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

８
万
９
８
７
３
円

　

前
年
度
比
▲
９
・
４
％
�

●
そ
の
他　
　
　

１
億
４
９
６
４
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

９
３
３
８
円

　

前
年
度
比
１
・
７
％
�

議
会
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
９
８
９
万
円

労
働
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
５
２
万
円

災
害
復
旧
費　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
５
３
万
円

諸
支
出
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
万
円

予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円
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づ
く
り
活
動
が
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
々
あ
り
ま
す
。

そ
の
価
値
を
再
認
識
し
、
農
業
、
工
業
、
商
業
、
観
光
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
を
つ
な
い
で
付
加
価
値
を
生
み
出
し
、「
白
鷹
」
を
発
信
す
る
農

工
商
連
携
を
関
係
機
関
と
研
究
、
実
践
し
、
農
村
と
し
て
の
地
域
特
性

を
生
か
し
た
産
業
の
振
興
を
農
村
交
流
と
い
う
視
点
で
進
め
ま
す
。

４
．町
民
と
の「
共
創
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

（
１
）
町
制
施
行
55
周
年

　

「
町
民
と
の
『
共
創
』
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
い
て
は
、
今
年
10
月

に
町
制
施
行
55
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
今
日
ま
で
町
政
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
が
た
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
熱
意
と
、

ご
努
力
に
深
い
敬
意
と
謝
意
を
表
し
、
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

（
２
）
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計
画

　

第
５
次
の
総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
を
平
成
21
年
度
に
、
基
本
計
画

を
平
成
22
年
度
に
取
り
ま
と
め
ま
す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
や
座
談
会
な
ど
を
通
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
を
十
分
に
お

聞
き
し
な
が
ら
、「
共
創
」
の
理
念
に
基
づ
く
計
画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（
３
）
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

○
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
行
う
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
集
落
連
携
を
目
指
し

た
地
域
交
流
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
結
成
な
ど
、

自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
が
連
携
し
た
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
そ
の
ほ
か
、
平
成
20
年
度
発
足
の
「
最
上
川
の
文
化
的
景
観
を
軸
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」
を
中
心
に
し
た
最
上
川
流
域
交
流
推
進

事
業
、
町
誕
生
55
周
年
を
記
念
し
た
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
１
部
リ

ー
グ
の
開
催
支
援
、
町
民
プ
ー
ル
完
成
に
伴
う
記
念
事
業
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

５
．新
た
な
視
点
に
よ
る
行
財
政
改
革
の
推
進

　

地
方
分
権
の
進
展
や
町
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
さ
ら
に
広
域
行
政
に

お
け
る
対
応
な
ど
、
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

引
き
続
き
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び
国
民
健
康
保

険
税
の
賦
課
徴
収
事
務
の
一
元
化
、
町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

わ
か
り
や
す
い
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
更
新
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

目
線
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終
了
や
本
町
に
お
け
る
重
要
な
行
政

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
行
政
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

地
方
財
政
の
状
況

　

国
の
地
方
財
政
対
策
は
、
給
与
関
係
経
費
や
地
方
単
独
事
業
費
の
抑

制
な
ど
に
よ
り
地
方
財
政
計
画
の
規
模
の
抑
制
に
努
め
る
一
方
で
、「
生

活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
に
基
づ
き
地
方
交
付
税
を
別
枠
で
増
額

す
る
な
ど
、
地
方
交
付
税
及
び
一
般
財
源
の
総
額
を
増
額
確
保
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
平
成
20
年
度
補
正
予
算
で
は
、
安
心
実
現

の
た
め
の
緊
急
総
合
対
策
や
生
活
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
は
、
町
内
の
景
気
動
向
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

税
収
な
ど
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
な
か
で
、
公
債
費
の
高
止
ま
り
や

介
護
保
険
・
障
が
い
者
自
立
支
援
な
ど
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
な

ど
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
な
ど

の
激
減
が
大
き
く
影
響
し
、
依
然
と
し
て
硬
直
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

白
鷹
町
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
な
ど
に
基
づ
く
行
財
政
改
革
の
推
進

に
よ
り
、
少
し
ず
つ
改
善
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
公
債
費
関
連
指
標
は
、
一
般
会
計
の
平
成
19
年
度
決
算
に
お

け
る
実
質
公
債
費
比
率
が
22
・
０
％
と
高
い
も
の
の
、
前
年
よ
り
改
善

し
、
平
成
21
年
度
の
公
債
費
も
約
１
億
５
０
０
０
万
円
減
額
と
な
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
着
実
に
下
が
る
見
込
み
で
す
。
起
債
残
高
も
ピ
ー
ク

時
の
１
３
４
億
円
台
か
ら
平
成
21
年
度
末
で
85
億
円
程
度
に
減
少
す
る

見
込
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
歳
出
の
重
点
化
を
図
る

な
ど
持
続
可
能
で
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
う
え
で
町
内
の
景
況
に
も
配
慮
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
創
り
あ
げ
る
「
共
創
」
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
の
も
と
に
各
種
施
策

を
展
開
し
、
町
民
の
福
祉
向
上
と
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指

し
、
諸
課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
対
応
す
る
行
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

平
成
21
年
度
予
算
は
、
地
方
財
政
対
策
や
国
県
の
予
算
編
成
の
動
向

な
ど
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、

●
農
林
水
産
業
費　

３
億
４
９
０
５
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

２
万
１
７
８
２
円

　

前
年
度
比
12
・
６
％
�

産
地
競
争
力
強
化
総
合
対
策
事
業　

２
９
３
万
円

た
め
池
等
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
繰
出
金
６
７
２
６
万
円

農
村
災
害
対
策
整
備
事
業
�
鮎
貝
排
水
機
場
調
査
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
６
万
円

土
地
改
良
区
統
合
整
備
事
業　
　
　

１
５
８
万
円

基
幹
水
利
施
設
ス
ト
�
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業�
白
鷹
揚
水
機
場
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
３
１
０
万
円

萩
野
地
区
農
地
環
境
整
備
事
業
�
ほ
場
整
備
調
査
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
９
２
万
円

地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
�
推
進
事
業　

３
５
０
万
円

担
い
手
総
合
支
援
対
策
事
業　
　
　
　

８
６
万
円

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
支
援
事
業�
遊
休
農
地
対
策
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
８
８
万
円

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業�
白
鷹
東
部
線
�　

５
５
１
万
円

●
商
工
費　
　
　
　
１
億
８
０
５
３
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

１
万
１
２
６
５
円

　

前
年
度
比
14
・
４
％
�

最
上
川
流
域
交
流
推
進
事
業　
　
　
　

６
３
万
円

観
光
交
流
推
進
事
業　
　
　
　
　
　

１
５
５
万
円

天
地
人
観
光
誘
客
推
進
事
業　
　
　
　

６
０
万
円

第
三
セ
ク
タ
�
経
営
改
革
検
討
事
業　

５
１
万
円

受
注
拡
大
推
進
事
業　
　
　
　
　
　

１
０
４
万
円

商
業
活
性
化
促
進
事
業
�
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

住
宅
需
要
拡
大
促
進
事
業　
　
　
　

５
０
０
万
円

白
鷹
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
�
ス
設
置
事
業　

４
８
９
万
円

中
小
企
業
緊
急
金
融
対
策
事
業　
　

２
５
０
万
円

中
小
企
業
緊
急
雇
用
維
持
支
援
事
業　

４
０
０
万
円

●
土
木
費　
　
　

11
億
４
１
５
２
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

７
万
１
２
３
４
円

　

前
年
度
比
▲
15
・
２
％
�

道
路
維
持
�
除
雪
�
道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
９
７
４
２
万
円

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
整
備
事
業
�
外
構
整
備
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億　

２
８
７
万
円

四
季
の
郷
子
育
て
支
援
住
宅
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
１
５
０
０
万
円

四
季
の
郷
・
宮
の
前
交
流
広
場
整
備
事
業　

９
９
４
２
万
円

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
町
道
整
備
事
業
�
参
道
景
観
形
成
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
８
０
万
円

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
活
用
調
査
事
業　

３
２
３
万
円

下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金　

３
億
９
０
５
１
万
円

●
消
防
費　
　
　
　
３
億　

９
５
３
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

１
万
９
３
１
５
円

　

前
年
度
比
６
・
３
％
�

西
置
賜
行
政
組
合
負
担
金　

２
億
４
７
１
６
万
円

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業
�
第
三
分
団
�　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
１
６
万
円

消
火
栓
設
置
事
業　
　
　
　
　
　
　

２
６
１
万
円

●
教
育
費　
　
　
　
６
億
２
２
４
３
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

３
万
８
８
４
１
円

　

前
年
度
比
▲
10
・
１
％
�

荒
砥
高
等
学
校
新
入
生
応
援
事
業　

５
０
０
万
円

小
中
学
校
情
報
教
育
コ
ン
ピ
�
�
タ
�
更
新
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
２
７
万
円

ス
ク
�
ル
バ
ス
導
入
・
運
行
事
業　

６
６
５
５
万
円

白
鷹
学
講
座
開
催
事
業　
　
　
　
　
　

９
２
万
円

石
造
文
化
財
調
査
報
告
書
作
成
事
業　

５
０
万
円

こ
ど
も
芸
術
文
化
育
成
事
業　
　
　
　

２
０
万
円

文
化
交
流
セ
ン
タ
�
運
営
事
業　

３
６
０
８
万
円

日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
�
ル
１
部
リ
�
グ
開
催
事
業　

７
７
万
円

学
校
給
食
共
同
調
理
場
施
設
整
備
事
業　

１
０
３
０
万
円

●
公
債
費　
　
　

14
億
４
０
２
１
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

８
万
９
８
７
３
円

　

前
年
度
比
▲
９
・
４
％
�

●
そ
の
他　
　
　

１
億
４
９
６
４
万
円

�
町
民
一
人
当
た
り　

９
３
３
８
円

　

前
年
度
比
１
・
７
％
�

議
会
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
９
８
９
万
円

労
働
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
５
２
万
円

災
害
復
旧
費　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
５
３
万
円

諸
支
出
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
万
円

予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

平成21年度　施政方針・予算
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第
４
次
白
鷹
町
総
合
計
画
の
総
仕
上
げ
に
向
け
て
、「
町
民
と
と
も
に
創

り
あ
げ
る
『
共
創
』
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
理
念
と
し
、「
未
来
を
担
う

人
づ
く
り
」
を
ベ
ー
ス
に
「
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」「
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
活
動
な
ど
と

連
動
さ
せ
、
着
実
に
進
め
る
観
点
か
ら
編
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の

平
成
20
年
度
補
正
予
算
で
あ
る
生
活
対
策
な
ど
に
も
呼
応
す
る
形
で
、

継
続
し
て
町
内
の
景
気
・
雇
用
対
策
に
も
積
極
的
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
70
億
８
０

０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
３
億
４
０
０
０
万
円
、
４
・
６
％

の
減
少
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
減
少
の
要
因
と
し
て
、
保
育
所
運
営
の

指
定
管
理
者
へ
の
移
行
や
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
全
面
導
入
や
子
育
て
支
援
医
療
費
の
創
設
な
ど
に
積

極
的
に
対
応
し
た
も
の
の
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
や
町
民
プ
ー
ル
な
ど

規
模
の
大
き
な
建
設
事
業
が
一
段
落
し
た
こ
と
や
公
債
費
の
減
少
な
ど

が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
歳
入
予
算
】
町
税
は
、
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
や
町
内
の
景
気
動

向
な
ど
か
ら
８
４
５
６
万
円
、
６
・
７
％
の
減
。
地
方
交
付
税
は
、
普

通
交
付
税
で
、
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策
と
し
て
「
地
域
雇
用
創

出
推
進
費
」
な
ど
が
新
設
さ
れ
た
も
の
の
、
財
源
不
足
に
対
す
る
臨
時

財
政
対
策
債
へ
の
振
替
分
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
４
５
０
０

万
円
、
１
・
３
％
の
減
。
臨
時
財
政
対
策
債
は
１
億
８
３
０
万
円
、
58

・
４
％
の
増
な
ど
が
主
な
特
徴
で
す
。

【
歳
出
予
算
】
義
務
的
経
費
は
人
件
費
が
４
・
９
％
の
減
、
公
債
費
は

１
億
４
９
８
３
万
円
、
９
・
４
％
の
減
、
扶
助
費
は
子
育
て
支
援
医
療

費
の
新
設
な
ど
に
よ
り
11
・
０
％
の
増
と
な
り
、
全
体
で
は
１
億
５
４

５
０
万
円
、
４
・
４
％
の
減
。
普
通
建
設
事
業
費
は
、
補
助
事
業
で
白

鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
一
段
落
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
43
・

５
％
の
減
と
な
っ
た
ほ
か
、
単
独
事
業
で
も
町
民
プ
ー
ル
整
備
事
業
の

完
了
な
ど
に
よ
り
８
・
６
％
の
減
と
な
り
、
全
体
で
は
３
億
１
４
３
１

万
円
、
30
・
２
％
の
減
。
物
件
費
は
デ
マ
ン
ド
型
交
通
運
行
事
業
の
拡

充
や
小
中
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
な
ど
新
規
事
業
の
増
加
に
よ

り
５
７
５
２
万
円
、
８
・
７
％
の
増
。
積
立
金
は
地
方
交
付
税
に
措
置

さ
れ
た
「
地
域
雇
用
創
出
推
進
費
」
を
今
後
の
経
済
・
雇
用
対
策
な
ど

の
た
め
に
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
か
ら
３
６
９
９
万
円
、

１
０
８
・
８
％
の
増
な
ど
が
主
な
特
徴
で
す
。

　

な
お
、
引
き
続
き
財
源
不
足
対
策
な
ど
の
た
め
繰
入
金
と
し
て
財
政

平成21年度一般会計

予 算

平成20年度
総額74億2,000万円

平成21年度
総額70億8,000万円

町税
11億8,285万円

16.7％

その他
（自主財源）
5億2,169万円

7.5％

地方交付税
35億3,400万円

49.9％

国庫支出金
3億4,273万円

4.8％

町債
8億610万円

11.4％

その他
（依存財源）
2億9,541万円

4.1％

特別交付税
2億5,000万円

3.5％

その他（自主財源）内訳 金額 構成比（％）

分担金及び負担金 1億1,119万円  1.6

使用料及び手数料 4,775万円  0.7

財産収入 523万円  0.1

寄附金 500万円  0.1

繰入金 9,512万円  1.3

繰越金 1億4,000万円  2.0

諸収入 1億1,740万円  1.7

小　計 5億2,169万円  7.5

町税内訳 金額 構成比（％）

町民税 5億  256万円  7.1

固定資産税 5億2,849万円  7.5

軽自動車税 3,665万円  0.5

たばこ税 6,378万円  0.9

入湯税 902万円  0.1

都市計画税 4,235万円  0.6

小　計 11億8,285万円 16.7

その他（依存財源）内訳 金額 構成比（％）

地方譲与税 1億1,500万円  1.6

利子割交付金 440万円  0.1

配当割交付金 120万円  0.0

株式等譲渡所得割交付金 20万円  0.0

地方消費税交付金 1億2,668万円  1.8

自動車取得税交付金 2,900万円  0.4

地方特例交付金 1,623万円  0.2

交通安全対策特別交付金 270万円  0.0

小　計 2億9,541万円  4.1

普通交付税
32億8,400万円

46.4％

［    ］

［    ］

県支出金
3億9,722万円

5.6％

歳入予算（前年度比較）

12億6,742万円
17.1％

5億6,967万円
7.7％

35億7,900万円
48.2％

33億2,900万円
44.9％

2億5,000万円
3.3％

3億5,291万円
4.8％

3億6,298万円
4.9％

9億5,500万円
12.9％

3億3,302万円
4.4％
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調
整
基
金
や
減
債
基
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
６
０
４
７
万
円
、
38

・
９
％
の
減
と
前
年
度
よ
り
改
善
し
て
い
ま
す
。

【
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
】
全
体
で
61
億
２
１
６
万
円
を
計
上
し
、

前
年
度
に
対
し
４
８
３
０
万
円
、
０
・
8
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
主

な
要
因
は
、
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
汚
水
処
理
施
設
増
設
工
事
の
事
業
量

の
増
加
や
、
新
規
に
町
設
置
型
の
合
併
浄
化
槽
整
備
を
計
上
し
た
こ
と
、

水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
に
お
い
て
高
金
利
債
対
策
と
し
て
補
償
金
免

除
繰
上
償
還
を
計
上
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

以
上
、
一
般
会
計
に
特
別
会
計
な
ど
を
合
わ
せ
た
当
初
予
算
総
額
は

１
３
１
億
８
２
１
６
万
円
、
２
・
２
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

各会計予算を前年度と比較すると

会　　計　　名
平成 21 年度
予算額（Ａ）

平成 20 年度
予算額（Ｂ）

比較

（Ａ）―（Ｂ） 伸率

一 般 会 計 70 億 8,000 万円 74 億 2,000 万円 ▲ 3億 4,000 万円 ▲ 4.6％

特

別

会

計

十 王 財 産 区 38 万円 39 万円 ▲ 1万円 ▲ 3.3％

下 水 道 10 億 4,483 万円 7億 8,941 万円 2億 5,542 万円 32.4％

国 民 健 康 保 険 15 億  193 万円 14 億 9,271 万円 922 万円 0.6％

老 人 保 健 4,254 万円 2億 9,701 万円 ▲ 2億 5,447 万円 ▲ 85.7％

農 業 集 落 排 水 1億 2,224 万円 8,296 万円 3,928 万円 47.3％

介 護 保 険 13 億 5,891 万円 14 億  685 万円 ▲ 4,794 万円 ▲ 3.4％

後期高齢者医療 1億 4,532 万円 1億 6,029 万円 ▲ 1,497 万円 ▲ 9.3％

事

業

会

計

水　道
収益的支出 3億 2,297 万円 3億 3,143 万円 ▲ 846 万円 ▲ 2.6％

資本的支出 2 億 2,695 万円 1億 5,538 万円 7,157 万円 46.1％

病　院
収益的支出 11 億 9,900 万円 11 億 9,200 万円 700 万円 0.6％

資本的支出 1 億  249 万円 1億  513 万円 ▲ 264 万円 ▲ 2.5％

訪問看護

ステーション

収益的支出 3,460 万円 4,030 万円 ▲ 570 万円 ▲ 14.1％

資本的支出 0 万円 0万円 0万円 －

合　　計 131 億 8,216 万円 134 億 7,386 万円 ▲ 2億 9,170 万円 ▲ 2.2％

※万円未満は端数を整理しています。　　
※比較の「▲」は減少を表しています。　

総額
70億8,000万円

前年度比4.6％減

町民一人当たりでみると

441,810円

平成20年度
総額74億2,000万円

平成21年度
総額70億8,000万円

人件費
12億9,469万円

18.3％

公債費
14億4,021万円

20.3％

扶助費
6億2,591万円

8.8％

物件費
7億2,190万円

10.2％

維持補修費
1億6,817万円

2.4％

補助費等
9億3,700万円

13.2％

投資的経費
7億3,290万円

10.4％

その他
11億5,922万円

16.4％

普通建設事業費
7億2,796万円

10.3％

災害復旧事業費
494万円
0.1％

その他内訳 金額 構成比（％）

積立金 7,097万円  1.0

投資及び出資金、貸付金 7,698万円  1.1

繰出金 10億1,027万円 14.3

予備費 100万円  0.0

小　計 11億5,922万円 16.4

11億1,104万円
15.0％

491万円
0.1％

歳出予算（前年度比較）

13億6,161万円
18.4％

5億6,367万円
7.6％

15億9,004万円
21.4％

6億6,438万円
9.0％

1億5,870万円
2.1％

9億2,339万円
12.4％

10億4,717万円
14.1％

10億4,226万円
14.0％

平成21年度　施政方針・予算
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○
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兼
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兼
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介
護
保
険
係
）
◎
樋
口
幸
江
・
田
中
裕
美
・
鎌
倉
裕
美

（
健
康
推
進
係
）
◎
中
村
裕
之
（
兼
）
○
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本
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小
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村
上
る
み
子

（
地
域
包
括
支
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セ
ン
タ
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係
）◎
飯
澤
と
よ
○
鈴
木
由
紀
子　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

○
海
老
名
ま
ゆ
み
○
大
滝
敏
広　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
麻
里
子

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　

所
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長　

梅
津
秀
明
（
兼
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

梅
津
秀
明
（
兼
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

梅
津
秀
明
（
兼
）

こ　

ぐ　

わ　

◎
遠
藤
啓
子
・
安
久
津
久
子
・
村
上
美
津
子

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
敦
子
・
小
林
栄
子

あ
ゆ
か
い　

◎
丹
野
ち
ゑ
・
長
谷
部
千
晶
・
鈴
木
洋
子　

　
　
　
　
　
　
　

飯
沢
初
美
・
鈴
木
智
子
・
川
井
と
も　
　

　
　
　
　
　
　
　

金
田
範
子
○
佐
竹
正
子
・
関　

紀
子

ひ
が
し
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携
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挙
管
理
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書
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横
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浩
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併
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◎
松
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芳
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（
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地
る
り
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併
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沢
照
美
（
併
）
○
橋
本
達
也
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

○
高
田　

博
（
併
）
○
黒
澤
和
幸

監
査
委
員
事
務
局　

事
務
局
長　

金
田
春
雄
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　

◎
鈴
木
秀
一
○
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村
と
よ
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護
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農
地
調
整
係
）
◎
長
澤
三
千
夫
・
須
田　

瞳

人
 

事

平
成
21
年
度
町
職
員

町民のみなさんと一緒に、より良いまちづくりを目指します

※
◎
は
係
長（
保
育
園
は
園
長
）、○
は
主
任
、（
兼
）
は
兼
務
、（
併
）
は
併
任

（４月１日付全職員）

保　　育　　園

議会選　挙監査農委
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長　

新
野
吉
彦

　
　
　
　
　
　
　

次
長
補
佐　

樋
口　

浩

　
　
　
　
　
　
　

指
導
主
事　

菊
地
一
栄

（
学
校
教
育
係
）
◎
樋
口　

浩
（
兼
）・
菊
地
一
栄　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

○
衣
袋
則
子
・
菅
原
保
文　
　
　
　
　
　

　

蚕
桑
小
学
校　
　

菅
原
政
敏

（
生
涯
学
習
係
）
◎
大
木
健
一
○
横
澤
美
代
子
○
高
田
咲
子

（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
）◎
佐
藤
雅
志
・
菅
原
陽
子

（
文
化
振
興
係
）
◎
長
澤
千
恵
子
○
舩
山
一
浩

（
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
係
）
◎
菅
間
直
浩
○
舩
山
一
浩
（
兼
）

就
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー　

所
長　

新
野
吉
彦（
兼
）
◎
佐
藤
雅
志（
兼
）

中
央
公
民
館　
　

館
長　

新
野
吉
彦
（
兼
）

（
庶
務
係
）　　

◎
大
木
健
一
（
兼
）
○
高
田
咲
子
（
兼
）

図　

書　

館　
　

◎
長
澤
千
恵
子（
兼
）○
舩
山
一
浩（
兼
）

学
校
給
食
共
同
調
理
場　

所
長　

新
野
吉
彦
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長
補
佐　

橋
本
賢
一

（
業
務
係
）　
　

◎
橋
本
賢
一
（
兼
）・
川
村
宗
一

（
調
理
係
）　　

◎
橋
本
賢
一
（
兼
）・
小
林
敏
子　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
直
子
・
紺
野
久
美
子
・
板
垣
未
夏

　
　
　
　
　
　
　
　

川
田
陽
子
・
長
谷
川
清
美
・
矢
羽
木
学

　
　
　
　
　
　
　
　

鑪　

典
子
・
黒
澤
淳
子
・
高
谷
剛
司

町
立
病
院　
　

病
院
事
業
管
理
者　

高
橋
一
二
三

　
　
　
　
　
　
　

院
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
院
長　

藤
島　

丈

　
　
　
　
　
　
　

副
院
長　

柴
田
裕
次

診　

療　

部

（
診
療
科
）　
　

外
科
医
長　

藤
島　

丈
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

内
科
医
長　

柴
田
裕
次
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

外
科
医
師　

石
岡
大
輔

　
　
　
　
　
　
　

内
科
医
師　

芦
澤
公　

（
嘱
託
）

（
在
宅
支
援
室
）
室
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
室
長　

藤
島　

丈
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

医
師　

石
岡
大
輔
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

看
護
師
長　

木
村
ア
ヤ
子

医
療
技
術
部　
　

技
術
主
幹　

横
澤
壽
一

（
薬
剤
科
）　
　

薬
局
長　

横
澤
壽
一（
兼
）○
海
老
名
純
子

（
検
査
科
）　
　

室
長　

大
道
寺
妙
○
長
岡
さ
と
み

　
　
　
　
　
　
　

○
加
藤
裕
之

（
診
療
放
射
線
科
）
室
長　

松
尾
信
一
○
小
笠
原
強

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）
金
田
雅
子
・
小
平
英
恵

（
栄
養
科
）　
　

○
大
貫
由
佳
子
○
小
口
千
賀
子

看　

護　

部　
　

総
看
護
師
長　

志
水
順
子

（
外
来
係
）　
　

看
護
師
長　

金
子
陽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

児
玉
恵
美
・
鈴
木
万
理
子
・
色
摩
純
子

　
　
　
　
　
　
　
　

布
施
咲
子

（
病
棟
係
）　
　

看
護
師
長　

長
岡
恵
美

　
　
　
　
　
　
　

看
護
師
長　

木
村
ア
ヤ
子
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

○
菅
原
和
子
○
梅
津
洋
子
○
樋
口
昌
子　

　
　
　
　
　
　
　

○
舩
山
元
子
・
北
原
広
美
・
岩
崎
悦
子　

　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
芳
子
・
伊
藤
信
子
・
三
上
悦
子　

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
加
代
子
・
五
十
嵐
美
香　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

副
田
恵
美
・
平
井
育
子
・
中
野　

緑　

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
朝
美
・
平
田
美
帆
・
遠
藤
彩
子　

　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

恵
・
竹
田
美
喜
子
・
小
松
文
恵

　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
麻
唯
・
山
口
愛
子
・
古
口
絵
理
子

　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嶺
久
子
・
梅
津
孝
子
・
菅
原
道
子

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
登
代
子
・
左
右
田
加
代
子

事　

務　

局　
　

事
務
局
長　
　

迎
田
博
正　

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
次
長　

鈴
木
美
弘

（
総
務
係
）　
　

◎
鈴
木
美
弘
（
兼
）
○
渡
部
町
子

　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
俊
雄

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

看
護
師
長　

石
川
眞
知
子　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部
理
恵

教 育 委 員 会

町　立　病　院

退　
　

職　
　

平
成
21
年
３
月
31
日
付

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長
補
佐　
　

梅　

津　

喜　

一

　

町
民
税
務
課
長
補
佐　
　

樋　

口　

幸　

一

　

あ
ゆ
か
い
保
育
園
長　
　

竹　

田　

み　

ち

　

ひ
が
し
ね
保
育
園
長　
　

金　

田　

美
代
子

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
主
任
調
理
師　
　

佐　

藤　

栄　

子

　

ひ
が
し
ね
保
育
園
保
育
士　
　

海
老
名　

み　

つ

　

よ
つ
ば
保
育
園
保
育
士　
　

金　

田　

眞
喜
子

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
准
看
護
師　
　

沼　

澤　

れ
い
子

町民のみなさんと一緒に、より良いまちづくりを目指します
町　立　病　院

◆
地
区
消
防
係　

蚕
桑　

今
野
友
博
／
鮎
貝　

髙
橋
真
弘

　
　
　
　
　
　
　

荒
砥　

菅
原
保
文
／
十
王　

小
林　

裕

　
　
　
　
　
　
　

鷹
山　

川
部
茂
樹
／
東
根　

梅
津
友
宏

◆
財
産
区
書
記　

蚕
桑　

吉
村
秀
昭
／
十
王　

衣
袋
則
子　

　
　
　
　
　
　
　

滝
野　

齋
藤
久
美
子
／
萩
野　

大
滝
真
実

　
　
　
　
　
　
　

中
山　

大
木
健
一
／
浅
立　

髙
橋
浩
之　

　
　
　
　
　
　
　

畔
藤　

平
井
正
秋

竹田 美喜子
町立病院
病棟係

中川 拓也
税務出納課
資産税係

照井 博恵
町民課
戸籍年金係

小谷部 哲
税務出納課
収納係

「町民のみなさん、どうぞよろしくお願いいたします」
－平成21年度採用職員の紹介－



中
央
公
民
館
教育委員会

学校教育係 学区及び学級編成や学校教育の指導、学校施設管理に関すること 85-6144
生涯学習係 生涯教育の推進や公民館、その他社会教育機関に関すること 85-6147
生涯スポーツ係 生涯スポーツ、スポーツ施設管理に関わること 85-6147

文化振興係 芸術文化団体の育成、文化財の調査・保護・管理及び図書館に
関すること 85-6146

文化交流センタ
ー係 白鷹町文化交流センターの運営管理に関すること 85-6146

中央公民館庶務
係 中央公民館に関すること 85-6143

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健康福祉課

福祉係 老人福祉や障がい者福祉、民生・児童委員に関すること 86-0111

子育て支援係 子育て支援、児童手当、保育園管理運営に関すること【子育て
支援センター】 86-0212

介護保険係 介護保険などに関すること 86-0213
地域包括支援セ
ンター係 要介護認定、在宅介護の支援に関すること 86-0112

健康推進係 保健予防、老人・母子保健事業に関すること 86-0210
病
院
町立病院 外来・病棟・人間ドックなど 85-2155
訪問看護ステーション 訪問看護など 86-0123

※健康福祉課は町立病院に
　併設されています。

中央公民館 分 庁 舎

本 庁 舎
消防署
白鷹分署

教育委員会

建設水道課

車　庫

入口

入口 入口

入
口

白鷹町庁舎配置図

ロータリー
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本庁舎１階
見取図

交通安全・防犯のことは
役場１階へお越しください

　４月から、役場１階町民課くらし環境係で「交
通安全」「防犯」の業務を行うこととなりました。
▼業務内容
○交通安全対策（交通安全教室申し込み、交通事
　故防止活動、交通安全施設など）に関すること
○交通災害共済加入・請求手続き
○防犯対策（防犯パトロール、防犯灯など）に関
　すること

「町民生活相談センター」を
設置しました

　困りごと・ご相談があれば、町民課「町民生活
相談センター」においでください。
■問い合わせ
　町民課くらし環境係（☎85－6131）

入口



課　名 係　名 業　務　概　要 電話番号
本
庁
舎
１
階
町　民　課

戸籍年金係 戸籍の届け、住民票、印鑑登録、諸証明、国民年金に関すること 85-6129

国保医療係 国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療の医療費、医療証に
関すること 85-6130

くらし環境係 ごみの収集、環境衛生、公害対策、町民生活相談、防犯、交通
安全に関すること【町民生活相談センター】 85-6131

税務出納課

町民税係 町税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、
軽自動車の登録・廃止に関すること 85-6132

資産税係 固定資産税、固定資産課税台帳・公図の整備保管に関すること 85-6133
収納係 各種税及び保険料などの収納管理や滞納処分などに関すること 85-6106
出納係 町公金の支払い、受け取りに関すること 85-6134

２
階

総　務　課

総務係 区長町内長届け、文書配布、情報公開・個人情報保護、人事に
関すること 85-6120

企画調整係 フラワー長井線、デマンド交通、ふるさと応援制度、町政運営
の総合企画調整や協働のまちづくり事業推進に関すること 85-6123

財政係 財政計画や予算の編成、管理に関すること 85-6122

情報係 地上デジタル放送、光ファイバー整備、各種統計、広報広聴に
関すること 85-6121

防災管財係 消防、防災、財産の取得・管理に関すること 85-6124
選挙管理委員会事務局 選挙の管理や選挙啓発活動の推進に関すること 85-6124

産業振興課

農業振興係 農政の総合計画と農業振興対策に関すること
【地域農業活性化センター】 85-6127

農村整備係 土地改良区の指導や農村総合整備事業、林業振興に関すること 85-6125
商工振興係 商工業の振興、関係団体の支援、労働、雇用対策に関すること 85-6136
観光係 観光物産振興に関すること 85-6126
農村交流係 グリーン・ツーリズム、定住、交流の促進に関すること 85-6126

農業委員会
事務局 農地調整係 農地法による許可申請や農業者年金、農業委員会の会議などに

関すること 85-6128

３
階議会事務局 議会の本会議の議事や委員会に関すること 85-6135

分
庁
舎

建設水道課

管理係 工事入札及び契約に関すること 85-6140
用地係 町有地の買収補償、地籍調査に関すること 85-6139
土木係 道路、河川などの調査、測量、設計、維持管理に関すること 85-6142
都市計画係 都市計画や都市公園、鮎貝まちづくり事業に関すること 85-6140
水道係 水道使用料、給水装置工事に関すること 85-6137
水道工務係 浄水場管理や取水、浄水、配水等に関すること 85-6137
下水道係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽に関すること 85-6138

下水道工務係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽の計画及び設
計工事に関すること 85-6138
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白鷹町役場各課業務のごあんない
　町では、行政経営改善委員会からの上申を受け、その検討結果を尊重しながら、組織の見直しを
行いました。その一つの柱として、町民の皆さんから見て「わかりやすい」係名にすることが挙げ
られました。この４月から、各係で行っている大まかな業務が皆さんにわかるように係名を変更し、
また担当係長制の廃止によって係を分割した部署もあります。
　以下の表には、各課の場所や各係の業務の概要などを掲載しました。お問い合わせや役場などに
訪れる際に参考にしてください。



平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

42,000円

42,600円 42,600円 42,600円

43,200円

42,600円
国の負担分（特例交付金）

第１号被保険者の皆さんの負担分

■白鷹町の設定■国の負担のイメージ

町で設定した平成21年度～23年度の
基準額（年額：42,600円）

平成21年度～23年度の本来の
基準額（年額：43,200円）

第１号被保険者介護保険料　基準額の推移
年額 ( 円 ) 月額 ( 円 )

第１期保険料基準額
( 平成 12 年度～平成 14 年度 ) 32,704 2,725

第２期保険料基準額
( 平成 15 年度～平成 17 年度 ) 36,000 3,000

第３期保険料基準額
( 平成 18 年度～平成 20 年度 ) 44,400 3,700

第４期保険料基準額
( 平成 21 年度～平成 23 年度 ) 42,600 3,550
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平成21年４月から介護保険料が変わります

　介護保険は、介護を必要とするかたが住み慣れた地域で、できる限り自立した生活が
できるように、社会全体で介護を支えるためにつくられた制度です。制度を持続的に運
営するために、３年ごとに事業計画の見直しを行うことになっています。
　今回は、平成21年度からの介護報酬改定や、今後の高齢化の進行、サービス利用者数
や利用量の現状・見込みなどを踏まえ、第４期の介護保険事業計画を策定し、平成21年
度から23年度までの介護保険料を設定しました。主な見直しポイントは次のとおりです。

　

見
直
し
ポ
イ
ン
ト   

そ
の
１

　

介
護
報
酬
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

　

介
護
に
従
事
す
る
か
た
の
処
遇
改
善
や
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、

介
護
報
酬
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
う
第
１
号
被
保

険
者
の
介
護
保
険
料
の
増
額
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
は
改

定
上
昇
分
の
全
額
、
平
成
22
年
度
は
半
額
を
国
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

見
直
し
ポ
イ
ン
ト   

そ
の
２

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
基
準
額
を　
　

　

見
直
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
は
、
町
が
保
険
者
と
な
り
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

そ
の
被
保
険
者
は
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
40
歳
以
上
の
か
た
で
、

年
齢
に
よ
り
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
か
た
）
と
第
２
号

被
保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
か
た
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

町
で
は
こ
の
た
び
、
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
本
来
の
基
準

額
は
年
額
４
万
３
２
０
０
円
で
す
が
、
国
の
特
別
対
策
に
よ
る
交

付
金
に
よ
り
、
本
来
の
額
よ
り
減
額
さ
れ
、
そ
の
基
準
額
を
年
額

４
万
２
６
０
０
円
と
設
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
第
２
号
被
保
険
者

の
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
料
と

一
緒
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
下
記
の
図
・
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
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見
直
し
ポ
イ
ン
ト   

そ
の
３

　

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
所
得
段
階
を
見
直
し
ま
し
た

　

第
３
期
の
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本
人
や
世
帯
員
の
所
得
に
応
じ
て
７
段
階
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

税
制
改
正
に
よ
る
激
変
緩
和
措
置
が
終
了
す
る
こ
と
や
、
お
年
寄
り
の
所
得
状
況
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
、

第
４
期
に
お
い
て
は
さ
ら
に
区
分
け
を
増
や
し
、
９
段
階
に
し
ま
し
た
。

はい

いいえ

はい

はい はい

はい

はいいいえ

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

白鷹町の基準額42,600円（年額）

65歳以上の保険料は「９段階」に調整されます。

○上記の基準額をもとに、前年の所得などによって保険料額が９段階に調整されます。
○基準額は平成21年度から23年度まで同額です。

　年度の途中で65歳になら
れたかたの保険料額は、該
当する段階の額を誕生日の
前日がある月の分から月割
りした額になります。
　転入されたかたは転入日
のある月の分から月割りし
た額になります。

あなたは、生活保護を受けていますか？

あなたは、町民税が課税されていますか？

世帯のどなたかに町民税が課税されていますか？

あなたは老齢福祉年金を
受給していますか？

あなたの前年の年金
収入と、年金以外の
所得の合計は80万円
以下でしたか？

あなたの前年の年金
収入と、年金以外の
所得の合計は80万円
以下でしたか？

前年の合計
所得金額が
125万円以
下のかた

前年の合計
所得金額が
125万円を
超えたかた

前年の合計
所得金額が
150万円を
超えたかた

前年の合計
所得金額が
250万円を
超えたかた

第1段階
基準額
×
0.5

21,300円
（年額）

第2段階
基準額
×
0.5

21,300円
（年額）

第3段階
基準額
×
0.75

31,950円
（年額）

第5段階
基準額
×
1.0

42,600円
（年額）

第7段階
基準額
×
1.25

53,250円
（年額）

第8段階
基準額
×
1.6

68,160円
（年額）

第9段階
基準額
×
1.8

76,680円
（年額）

第4段階
基準額
×
0.88

37,488円
（年額）

新設

第6段階
基準額
×
1.13

48,138円
（年額）

新設

スタート

※個人ごとの保険料額は、所得額や町民税額が決定した後、７月にお知らせします。

　

そ  

の  

他

　

保
険
料
の
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
し
た

　

介
護
保
険
の
保
険
給
付
に
必
要
な
財
源
を
１
０
０
と
す
る
と
、
50

％
を
公
費
（
国
・
県
・
町
）、残
り
50
％
を
第
１
号
被
保
険
者
と
第
２

号
被
保
険
者
の
保
険
料
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
で
賄
う

50
％
の
う
ち
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
第
２
号
被
保

険
者
の
負
担
率
が
こ
れ
ま
で
の
31
％
か
ら
30
％
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
第
１
号
被
保
険
者
は
原
則
20
％
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
か
ら
調
整
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
や
、

介
護
保
険
準
備
基
金
の
取
り
崩
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
３
年

間
で
の
負
担
は
14
・
６
％
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　介護保険料の納付について
　ご相談ください

　災害などの事情で保険料の納付が困難なときは、申請に

より保険料徴収の猶予や減免を受けられる場合があります。

　また、介護保険料の納付が遅れているかたや、その他特

別な事情があり保険料の納付が難しいかたなどは、未納の

ままにせず、税務出納課収納係にご相談ください。

◎詳しくはお問い合わせください。
■介護保険に関すること
　健康福祉課  介護保険係  ☎86－0213
■要介護認定に関すること
　健康福祉課  地域包括支援センター  ☎86－0112
■介護保険料に関すること
　税務出納課  町民税係  ☎85－6132
　　　　　　  収  納  係  ☎85－6106
（40歳以上65歳未満のかたで国民健康保険加入のかた）
（65歳以上のかた）
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白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
�
�
あ
ゆ
�
む
�
の

使
用
予
約
受
付
を
開
始
し
ま
す
�

　

広
報
し
ら
た
か
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ
ー
む
」
が
今
年
の
10
月

に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
内
外
の
皆
さ
ま
へ
の
施
設

の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。
施
設
の
開
館
時
間
や
使
用
料
金

な
ど
、
施
設
の
使
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
今
回
は
、
使
用
予
約
方
法
な
ど
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

�

開
館
時
間
�
10
月
�
日
�
�
�

●
午
前
９
時
〜
午
後
10
時

＊
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
・
前
室
（
常
設

　

展
示
）
の
開
館
時
間
は
午
後
７

　

時
ま
で
と
し
ま
す
。

�

休
館
日
�
10
月
�
日
�
�
�

●
毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し
、
そ
の

日
が
国
民
の
祝
日
に
あ
た
る
と
き

は
そ
の
翌
日
）

●
12
月
29
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３

日
ま
で
の
日

＊
そ
の
ほ
か
、
作
品
の
入
れ
替
え

　

な
ど
を
行
う
場
合
は
休
み
と
な

　

り
ま
す
。
ま
た
、
臨
時
で
開
館
、

　

ま
た
は
休
館
す
る
場
合
も
あ
り

　

ま
す
。

�

�
�
�
�
�
観
覧
料

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
及
び
ギ
ャ
ラ
リ

ー
前
室
で
は
、
主
に
梅
津
五
郎
作

品
の
常
設
展
示
を
行
い
ま
す
。

常
設
展
示
の
観
覧
料

○
個
人
：
２
０
０
円

○
団
体（
15
人
以
上
）：
１
５
０
円

＊
高
校
生
以
下
は
無
料
。

※

   

特
別
展
示
の
観
覧
料

　

都
度
、
観
覧
料
を
定
め
ま
す
。

※
ほ
か
の
美
術
館
の
作
品
を
展
示

す
る
よ
う
な
企
画
展
覧
会
の
場
合
。

使用者登録

　使用申込の流れ

使用許可申請書の提出

使用許可書の交付

使用料金の納入

使用・精算

抽選
ホール・ギャラリー・文
化伝承室は、申込の重複
があった場合、抽選・調
整を行います。

使用する個人、団体のかたは事前に使用者登録を済ませて
ください。「使用者登録申請書」に必要事項をご記入のうえ、
文化交流センター事務室にお申し込みください。
使用者登録は、皆さんの使用状況や予約状況を把握するた
めにお願いするものです。

「使用許可申請書」に必要事項をご記入のうえ、文化交流
センター事務室にお申し込みください。

使用されるかたに「使用許可書」をお渡しし
ます。

使用前に、基本使用料金をお支払いください。

使用上の注意を守ってご使用ください。
使用料金の残金、附属設備・冷暖房使用料の
実費分は、使用後に精算していただきます。

＜受付を開始する日＞
☆ホール・ギャラリー・文化伝承室→13カ月前から
☆ミーティング室・交流回廊・ロビー・多目的交流広場
　→６カ月前から
☆その他の公共スペース→３カ月前から

　使用申込受付は、使用する13カ月前、６カ月前、３カ月　
　前の１日（１日が休館日の場合は最初の開館日）に開始
　します。今回は５月１日（金）より申込受付を開始します。

５月１日（金）

受付開始



◇ギャラリー以外

使用区分

使　用　料　金
午前 午後 夜間 全日 午前～午後 午後～夜間

午前９時～
昼 12 時

午後１時～
５時

午後６時～
10 時

午前９時～
午後 10 時

午前９時～
午後５時

午後１時～
10 時

ホール 1,560 円 2,080 円 2,080 円 5,720 円 3,640 円 4,160 円
楽屋　１ 240 円 320 円 320 円 880 円 560 円 640 円
楽屋　２ 240 円 320 円 320 円 880 円 560 円 640 円
文
化
伝
承
室

全室 790 円 1,050 円 1,050 円 2,890 円 1,840 円 2,100 円
1 390 円 520 円 520 円 1,430 円 910 円 1,040 円
2 390 円 520 円 520 円 1,430 円 910 円 1,040 円
3 390 円 520 円 520 円 1,430 円 910 円 1,040 円

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 240 円 320 円 320 円 880 円 560 円 640 円
屋内のその他の
共有スペース※

占有して使用する場合に限り１㎡につき１時間あたり２円
※屋内のその他の共有スペース：ロビー、交流回廊

◇ギャラリー

区分
入場料を徴収
しない場合
（１日あたり）

入場料を徴収する場合
（１日あたり）

入場料等の金額 ― 500 円以下 500 円以上
ギャラリー　２ 1,400 円 1,680 円 2,100 円
原則として１週間単位で貸し出します。

◇付属設備
品名 単位 使用料金

ホール
照明設備

ホール照明（スポット
ライト）※通常の照明
は無料です

1式 1,000 円／回

ホール
音響設備

ホール音響設備（マイ
クなど拡声装置のみ使
用の場合を除く）

１式 1,000 円／回

映像設備 ビデオプロジェクター １台 ２00 円／回

楽器 グランドピアノ※調律
代別途 １台 500 円／回

展示 調光付スポットライト １基１日 50 円／日
ホール冷暖房※ １時間 500 円／時間

その他
この表に寄りがたい使用に係る使用料は、この表
に定める使用料金との均衡を考慮したうえで、別
途町長が定めることとします。

ホール以外の冷暖房料金は、基本使用料に含まれます。
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白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ
ー
む
」

の
運
営
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
の
公
演
の
準
備
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。
円
滑
で

活
気
の
あ
る
運
営
の
た
め
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
お

力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
!!

　

興
味
の
あ
る
か
た
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

文化交流センターの

サポーターを募集します
サポーターのお仕事内容

＊来館者への対応（館内の案内や作品説明など）
＊ワークショップの運営アシスタント
＊ホールのステージ・客席設営
＊音響・照明操作アシスタント
＊チケットもぎりや物品販売のお手伝い
＊駐車場整理、お客様の誘導
＊出演者への対応（ケータリングサービスなど）
＊機関紙の制作　など

　■お問い合わせ
　　教育委員会　文化交流センター係
　　☎85－6146 ／ FAX85－2183
　　e-mail:k-funayama@so.town.shirataka.yamagata.jp

　使用料金の減免について
町の機関及び町内の保育園、小学校、中学校が利用す
る場合は、行政目的及び公共的な目的で使用に限り、
全額免除とします。
そのほか特別の事情や理由により、減免が適用になる
場合もありますのでお問い合わせください。

　使用できる時間帯と基本使用料
①～⑥に該当する場合の料金

は以下のとおりです。

①入場料などを徴収する場合

…基本使用料金の２倍

②商品販売など営利的性格を

有する行為を行う場合…基本

使用料金の４倍

③公演などの準備、公演を伴

わない練習を行う場合…基本

使用料金の２分の１

④12時～ 13時…午後の基本

使用料金の４分の１

⑤17時～ 18時…夜間の基本

使用料金の４分の１

⑥９時以前または22時以後…

１時間当たり、夜間の基本使

用料金の130％
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
町
内
全
域
�
拡
大

安
全
安
心
�
運
行
�
願
�
祈
願
祭

「
白
鷹
町
観
光
協
会
」
が

役
場
内
へ
引
っ
越
し
ま
し
た

　

今
年
４
月
か
ら
、
観
光
協
会
の

事
務
局
は
、
こ
れ
ま
で
の
パ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
か
ら
役
場
２
階
産
業
振

興
課
内
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

４
月
中
は
「
古
典
桜
」
の
全
国

各
地
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
で
電
話

が
鳴
り
止
ま
な
い
状
況
で
す
。
桜

ま
つ
り
の
準
備
も
同
時
進
行
中
。

　

桜
や
天
地
人
な
ど
を
は
じ
め
、

誇
れ
る
資
源
が
い
っ
ぱ
い
の
白
鷹

町
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な

っ
て
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

  

町
へ
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

　

３
月
23
日
、
中
島
敏
彦
様
（
東

京
都
）
よ
り
、
町
に
対
し
て
現
金

５
万
円
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
の
福
祉
の
た
め
に
、
有
意
義
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＜新所在地＞
　〒992-0892　白鷹町大字荒砥甲833
　白鷹町役場内　☎86-0086 ／ FAX86-0087
　e-mail:kanko@pow1.shirataka.or.jp
　ホームページ：http://www1.shirataka.or.jp/kanko/

　

３
月
31
日
、
中
央
公
民
館
駐
車

場
で
、
４
月
か
ら
運
行
を
始
め
る

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
の
委
託
で
運
行
を
行
う

タ
ク
シ
ー
会
社
の
か
た
、
小
中
学

校
の
先
生
、
佐
藤
町
長
ら
が
参
加

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
運
行
の
無
事

故
を
祈
り
ま
し
た
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
荒
砥
〜
中

山
間
、
荒
砥
〜
大
瀬
間
を
運
行
し
、

住
民
の
か
た
も
乗
車
で
き
る
バ
ス

と
し
て
、
本
町
で
初
め
て
の
導
入

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
は
、
４
月
か
ら
川
東
エ

リ
ア
も
運
行
を
開
始
し
、
全
町
を

カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

も
う
す
で
に
運
行
を
始
め
て
い

ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
足
と

し
て
有
効
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、

ご
感
想
・
ご
意
見
な
ど
、
ぜ
ひ
声

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
調

整
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

　いつ　４月26日（日）
　　　　　 午後６時～７時40分（午後５時30分開場）
　どこで　中央公民館大ホール

●定員　400人
●入場　無料ですが、整理券が必要です。
●入場整理券取り扱い
　教育委員会、中央公民館、各地区公民館、パワーセンター
●主催　白鷹学講座企画委員会／白鷹町教育委員会

■問い合わせ
　教育委員会生涯学習係（☎85－6147）

第
二
十
期
白
鷹
本
因
坊
戦

３
／
８
・
荒
砥
地
区
公
民
館

優
勝　

安
部　

實
・
七
段（
長
井
）

２
位　

佐
野
昭
英
・
五
段（
長
井
）

３
位　

加
地
正
幸
・
三
段（
高
畠
）

４
位　

高
山
正
宏
・
三
段（
白
鷹
）

５
位　

柳
沢　

馨
・
三
段（
米
沢
）

平成21年度白鷹学講座パート１

「田勢康弘講演会」開催します

「激動の世界で
どう生きる日本」
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山形県からのお知らせ

河川の里親を募集しています

●活動内容
　町内会、地域団体 ､企業、その他ボランティア
　団体などが行う河川の除草・清掃や植栽などの
　環境美化活動（活動助成費が支給されます）
●対象区間　県管理河川概ね200㍍以上
●参加申込
　参加希望の団体は、置賜総合支庁（西庁舎）ま
　たは町建設水道課にお問い合わせのうえ、申込
　書を各市町村に提出してください。
●締め切り　４月30日（木）

■問い合わせ
　西置賜河川砂防課（☎88－8232）
　町建設水道課（☎85－6140）

【現在の町内での活動団体】
　下記の団体の皆さんにご協力いただいています。

　ありがとうございます。

＊貝生川『ホタルの里』実行委員会（貝生川）

＊貝生川愛護会（貝生川）

＊クリーン耳堂川（耳堂川）

＊絹市沿線クリーン会（絹市川）

＊白鷹町猟友会（八幡川）

＊十王区十町内会（萩野川）

＊十王関寺河川クリーンズ（荒砥川）

＊株式会社アーレスティ山形環境委員会（草木沢川）

＊貝生川あたご愛護会（貝生川）

＊有限会社橋本工務店（常海沢川）

＊雪舟町新田地内大鮎貝川愛護会（大鮎貝川）

＊大伸建設株式会社（八幡川）

　　　　　　　　　　　　　参加人数219名

　

平
成
20
年
度
は
左
記
の
８
団
体

１
８
５
人
の
皆
さ
ん
に
、
除
草
、

樹
木
管
理
、
ご
み
拾
い
な
ど
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
整
備
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
地

域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
白
鷹
町
を

訪
れ
る
人
び
と
の
目
を
楽
し
ま
せ
、

す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

１
年
間
を
通
し
て
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
パ
ー
ク
内
を
き
れ
い
に
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
団
体

・
町
下
花
街
道
奉
仕
会

・
路
傍
花
の
会

・
衣
袋
建
設
株
㈱
ほ
か
五
風
会

・
㈱
高
橋
組

・
㈱
菅
原
組

・
東
陽
ロ
ー
ド
小
山
沢

・
株
式
会
社
ア
ー
レ
ス
テ
ィ
山
形

　

労
働
組
合

・
町
職
員
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

平
成
21
年
度
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

パ
ー
ク
の
里
親（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）を

募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
美
し
く
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
町

民
の
か
た
が
た
や
企
業
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
パ
ー
ク
（
国
道
２
８
７
号
線

沿
い
）
の
里
親
活
動
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
個
人
、
団
体
、

企
業
及
び
従
業
員
団
体
な
ど
を
募

集
し
ま
す
。
児
童
・
生
徒
が
活
動

の
主
体
に
な
る
場
合
は
、
責
任
者

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
主
な
仕
事　

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

パ
ー
ク
区
域
内
の
除
草
、
樹
木
の

管
理
、
ご
み
拾
い
な
ど

●
活
動
回
数　

年
間
３
回
以
上
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　

参
加
申
込
書
（
建

設
水
道
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
書
い
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
募
集
締
切　

４
月
24
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

建
設
水

道
課　

管
理
係（
☎
85

－

６
１
４
０
）

�
世
話
�
�
�
�
�
�

フ
ラ
ワ
�
ロ
�
ド
パ
�
ク
里
親
活
動

活動の様子
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住
宅
・
店
舗
の
新
築
改
築
へ
給
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
す

－

白
鷹
町
住
宅
需
要
拡
大
促
進
事
業
の
お
知
ら
せ

－

　

白
鷹
町
商
工
会
で
は
、
白
鷹
町
に
自
ら
居
住
す
る
住
宅
及

び
町
内
で
営
業
す
る
店
舗
の
新
築
、
増
改
築
、
修
繕
な
ど
を

行
う
場
合
、
施
主
に
対
し
て
給
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
町
内
の
持
家
住
宅
の
建
設
や
増
改
築
に
よ
る
住

環
境
整
備
に
支
援
す
る
こ
と
で
、
地
元
関
連
業
界
の
振
興
及

び
消
費
需
要
の
拡
大
、
景
気
浮
揚
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
目

的
で
、
町
の
緊
急
経
済
対
策
の
補
助
を
受
け
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。

◎
交
付
が
受
け
ら
れ
る
か
た
の
要
件

・
工
事
の
際
、
町
内
業
者
と
契
約
す
る
こ
と
。

・
工
事
に
か
か
る
そ
の
他
の
補
助
金
、
利
子
補
給
な
ど
を
受
け
て

　

い
な
い
こ
と
。

・
平
成
22
年
２
月
20
日
ま
で
工
事
完
了
の
届
出
が
で
き
る
こ
と
。

・
町
税
（
国
民
健
康
保
険
税
を
含
む
）
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

◎
交
付
対
象
工
事
費

・
契
約
額
が
50
万
円
以
上

◎
給
付
金
交
付
額

・
対
象
と
す
る
工
事
費
の
10
％
以
内
の
額

＊
た
だ
し
、
住
宅
新
築
工
事
は
50
万
円
、
そ
の
他
の
工
事
は
30
万

　

円
を
限
度
額
と
し
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
や
申
込
方
法
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
商
工
会
（
☎
85

－

０
０
５
５
）

緊
急
経
済
対
策
関
連
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
商
品
券
発
売
!!

　

白
鷹
町
商
工
会
で
は
、
第
２
弾
の
町
内
で
使
え

る
期
間
限
定
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
売

し
ま
す
。
ま
も
な
く
給
付
さ
れ
る
「
定
額
給
付
金
」

に
よ
る
町
内
消
費
の
拡
大
を
進
め
る
た
め
の
企
画

で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
数�

�
�
�
�
�
�
�

�
購
入
数�

一
人
当
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

求
�
�
�
�
�
�
�

�
販
売
日�

�
月
26
日
�
日
��

�

午
前
10
時
�
午
後
3
時

�
販
売
場
所�

�
�
�
�
�
�
�

�
利
用
期
間�

�
月
26
日
�
日
��

�
�
�
�
�

�
�
月
31
日
�
金
��

�

�
�
�
期
間
�
過
�
�
�
利
用

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
商
品
券
�
�
�
買
�
物
�
�
表

�

示
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

店
�
�
�
�
�

�
問
�
合
�
��

白
鷹
町
商
工
会

�
☎
85

�

�
�
�
�
�

1,000円の商品券が、
11枚（１セット）で10,000

円！

　1,000円お得な商品券で
す。

利用期間
2009/4/26（日）～7/31（金）

第２弾！

前
回
は
好
評
に
つ
き
、
３
日
で
完
売
！

今
回
は
お
一
人
様
５
セ
ッ
ト
ま
で

町
内
の
企
業
へ
の

緊
急
経
済
対
策
関
連
事
業

中
小
企
業
雇
用
維
持

支
援
対
策
事
業

　

雇
用
維
持
を
目
的
に
、
国
の
中

小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
制

度
に
よ
る
助
成
を
受
け
た
企
業
へ
、

町
単
独
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
企
業　

平
成
21
年
４
月
１

日
か
ら
当
該
年
度
内
に
、
国
か
ら

支
給
決
定
通
知
書
を
受
け
た
企
業

◆
助
成
額　

国
か
ら
の
支
給
決
定

通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
支
給

金
額
の
10
％
以
内
の
額

◆
限
度
額　

50
万
円
を
上
限

◆
助
成
回
数　

２
回
ま
で

中
小
企
業
緊
急
金
融
対
策
事
業

　

運
転
資
金
・
設
備
資
金
の
確
保

を
目
的
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
保
証
を
使
用
し
資
金
を
借
り
た

町
内
事
業
所
へ
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
助
成
内
容

・
利
子
補
給　

３
年
間
相
当
額

・
保
証
料
補
給　

３
年
間
相
当
額

◆
助
成
対
象
借
入
限
度
額

　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

◆
助
成
対
象
補
給
額　

平
成
21
年

６
月
30
日
ま
で
に
貸
付
実
行
に
な

っ
た
も
の

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
商

工
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
３
６
）
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ごあいさつ

　教育長という大変な役を仰せつか
り、身の引き締まる思いです。
　教育行政は、学校教育、社会教育、
体育スポーツ、芸術文化、文化財と
多岐に渡り、それぞれの分野に課題
があり、急を要するものも多くござ
います。まちづくりは人づくりの理
念のもとに、生きがいのある生涯学
習社会の実現を目指し、関係者の皆
さまの声にしっかり耳を傾けて、教
育委員会職員とともに町教育行政の
発展のために尽力してまいります。
　どうぞよろしくお願いいたします。

教育長　岡田　勉

�
月
�
日
�
新
�
�
教
育
長
�

�
�
�

岡
田�

勉
氏
�
任
命
�
�
�
�
�

新
し
い
教
育
委
員
長
の
ご
紹
介

教
育
委
員
長

　

丸
川
惠
子
さ
ん
（
横
田
尻
）

新
し
い
選
挙
管
理
委
員
の
ご
紹
介

選
挙
管
理
委
員

　

竹
田
謙
一
さ
ん
（
荒
砥
甲
）

�
�
�
�
�
願
�
�
�
�

平成21年度白鷹学講座
～企画委員の募集～

学びたいテーマはありませんか。
一緒に企画運営しましょう！

　昨年度は８講座を開催しました。今年も、地域づくり、

少子・高齢化、環境問題、男女共同参画など、わたした

ちを取り巻くさまざまな課題の中からテーマを見つけ、

講座を開催し学習していきます。

　まちづくりに興味のあるかた、勉強してみたいテーマ

があるかた、仲間となにか始めてみたいかた、ぜひおい

でください。年齢、男女を問いません。

　ご一報お待ちしています。詳細はお申し込み時にお知

らせします。

■問い合わせ
　教育委員会生涯学習係（☎85－6147）



平成 15 年 平成 22 年（目標値） 平成 20 年

働き盛り 高齢者 働き盛り 高齢者 働き盛り 高齢者
１日１回以
上家族そろ
って食事を

する

71.7％ 78.9％ 90.0％ 90.0％ 88.5％ 82.6％

※家族そろって食事をする％→①ほとんど毎日②ときどきそろう　の合計
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

白鷹町健康増進計画白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」
＜働き盛りの健康づくり＞
　心もいきいきと暮らせるために　若さを保つ元気な暮らし

＜高齢期の健康づくり＞
　素敵に年をかさねるために　楽しみや生きがいのある暮らし

を目指します。
　このような元気な暮らしのためには「家族そろって食事をする！」
ことが大切です。

「あなたは健康ですか！」～健康とは病気があるなしだけではではなく、体も心も何の苦痛も
　　　　　　　　　　　　なく、日常生活が楽しく、社会的にも張りのある生活をしているこ
　　　　　　　　　　　　となどといわれています。

　この健康を生み出すためには、食生活・運動などの生活習慣が重要です。平成20年度から生活習慣
を改善し「メタボリック症候群」を予防するための特定健診、特定保健指導が始まりました。今年も
特定健診を受けましょう！健診日程は元気ニコニコ推進カレンダーをご覧ください。

健康のひろば

中間評価

「家族そろって食事をして

いる人」が増えました！

目標まで、

もうひとがんばり！

　町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」の達成状況を把握するために、
町民の皆さんを対象に、元気ニコニコ21アンケート調査を実施しました。
〔元気ニコニコ21アンケート〕
問「１日１回以上家族そろって食事をしていますか。」
答　①ほとんど毎日　②ときどきそろう　③ほとんどそろわない

�
�
�
�
�
�
症
候
群
�
特
定
健
診
�
特
定
保
健
指
導

　

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
要
因
と
な
っ
て
起
こ
る
代
謝
の
異
常

を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」
と
い
い
ま
す
。
内
臓
脂
肪
の

蓄
積
は
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗こ
う
そ
く塞

、
糖

尿
病
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

※
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

○特定健診で、メタボリック症候群を
　早期発見しましょう。
○特定健診でメタボリック症候群とい
　う結果の人は特定保健指導を受け、
　生活習慣を改善しましょう。

�

不
健
康
�
生
活
習
慣
�
食
生
活
�
運
動
�
喫
煙
�
�
�

�

内
臓
脂
肪
型
肥
満

�

代
謝
�
異
常

�

脳
卒
中
�
心
疾
患�
心
筋
梗
塞
�
�
��

�

糖
尿
病
合
併
症�
人
工
透
析
�
失
明
��
�
�
�
進
展

高血糖

高血圧

高脂血

放
置
し
続
け
る
と

☆
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は

　

健
康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２
１
０
）
へ
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３歳児のクラスでホットケーキを

焼きました。

ホットプレートにホットケーキの

生地をとろーりと流しました。

少し待つと、生地がプツプツ！プ

ツプツ！

その様子を見ていた女の子

「あ！ホットケーキが水ぼうそう

みたい…」

佳
作　

人
生
の
重
さ
秤
で
量
れ
ま
い　
　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

赤
紙
が
人
生
変
え
た
遠
い
過
去　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

人
情
に
包
ま
れ
人
生
生
き
て
き
た　
　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

人
生
を
写
す
私
の
笑
い
皺じ

わ　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

児
玉　

保
子

〃　
　

借
金
と
張
り
合
い
九
十
の
坂
を
越
し　
　
　

深　

山　

樋
口　

吟
風

〃　
　

人
生
の
転
ば
ぬ
杖つ

え

に
妻
が
お
り　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

〃　
　

今
日
よ
り
も
勝
る
人
生
明
日
が
あ
る　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

不
景
気
が
先
を
狂
わ
す
人
生
路　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

回
り
道
無
駄
で
な
か
っ
た
人
生
路　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

無む

く垢
の
花
人
生
の
色
共
白
髪　
　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

〃　
　

平
凡
に
気
張
ら
ず
生
き
る
人
生
路　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

人
生
は
遙
か
に
廻
る
走
馬
燈　
　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

秀
逸　

人
生
は
苦
楽
織
り
成
す
虹
模
様　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

道
草
を
食
っ
た
人
生
泣
き
笑
い　
　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

支
え
合
う
夫
婦
人
生
旅
の
み
ち　
　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

人
生
路
嵐
に
残
る
花
も
あ
る　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

人
生
の
悲
喜
交
交
の
し
わ
の
数　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

七
転
び
八
起
き
人
生
泣
き
笑
い　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

賞
罰
ナ
シ
凡
の
人
生
土
と
生
き　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

平
凡
に
生
き
て
重
ね
た
皺
の
数　
　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

〃　
　

子
煩
悩
生
き
た
証
の
父
が
い
る　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

遣や

り
直
し
き
か
ぬ
人
生
そ
れ
も
よ
し　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

五
客　

人
生
に
欲
し
い
も
の
あ
る
正
誤
表　
　
　
　

髙　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

生
き
る
路
数
え
き
れ
な
い
程
転
び　
　
　
　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

〃　
　

苦
も
楽
も
生
き
た
証
の
ド
ラ
マ
で
す　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

人
生
の
旅
は
道
草
食
い
な
が
ら　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

人
生
の
迷
路
に
父
母
の
樹
が
灯
す　
　
　
　

髙　

岡　

長
岡
み
ち
子

人
位　

リ
セ
ッ
ト
の
な
い
人
生
を
生
き
て
来
た　
　

藤
沢
市　

田
苗　

創
真

地
位　

鈍
行
の
人
生
春
に
停
車
中　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

天
位　

我
が
人
生
多
少
の
悔
い
は
ご
ざ
い
ま
す　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

軸　

人
の
子
に
生
ま
れ
あ
な
た
に
も
逢
え
て　
　
　
　
　
　
　
　

克　

二

次
回　

「
米
」
四
月
末
ま
で
。「
紙
」
五
月
末
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　　
　
　

人
生　
　
　

菊
地　

克
二　

選

ホットケーキは水ぼうそう…？

●
認
知
症
の
八
大
法
則
と
一
原
則

　

一
人
ひ
と
り
の
症
状
は
違
っ
て

見
え
て
も
、
認
知
症
の
お
年
寄
り

に
は
共
通
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
症
状
を
示

す
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
介

護
者
の
対
応
は
格
段
に
楽
に
な
る

は
ず
で
す
。

○
第
八
法
則

　

衰
弱
の
進
行
に
関
す
る

　

法
則

認
知
症
�
�
年
寄
�
�
老
化
�

速
度
�
�
認
知
症
�
�
�
人
�

約
�
倍
�
非
常
�
速
�

　

こ
れ
は
認
知
症
の
予
後（
※
）に

関
す
る
法
則
。
高
齢
期
に
な
っ
て

認
知
症
を
発
症
し
た
人
の
老
化
の

速
度
は
、
臨
床
経
験
的
に
も
医
学

的
な
調
査
に
よ
っ
て
も
、
非
常
に

速
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
の
依
頼
で
実
施
さ
れ
た

調
査
で
は
、
認
知
症
を
発
症
し
た

お
年
寄
り
の
場
合
、
１
年
後
の
死

亡
率
は
、
正
常
な
お
年
寄
り
が
７

・
３
％
に
対
し
て
41
・
０
％
、
５

年
後
の
死
亡
率
は
、
前
者
の
33
・

０
％
に
対
し
て
86
・
３
％
と
圧
倒

的
な
違
い
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
介
護
に
あ
た
る
人
に

は
、
困
難
な
状
況
が
い
つ
ま
で
も

続
く
と
思
わ
れ
、
絶
望
的
な
気
分

に
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
状
が
い

つ
ま
で
も
続
く
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
介
護
者
が
知
り
、
心
の
負
担

を
少
し
で
も
軽
く
す
る
こ
と
は
大

切
な
こ
と
と
い
え
ま
す
。
限
り
あ

る
期
間
だ
か
ら
こ
そ
、
介
護
を
続

け
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
こ

と
も
あ
る
か
ら
で
す
。

白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
ス

テ
ッ
カ
ー
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
認
知
症
の
か
た
の
見

守
り
、
声
が
け
に
協
力
し
て
く
れ

ま
す
。「
こ
の
ご
ろ
物
忘
れ
を
し
て

心
配
だ
」「
道
が
わ
か
ら
な
く
な
り

無
事
に
家
に
帰
れ
る
か
心
配
だ
」

な
ど
、
地
域
で
お
年
寄
り
の
見
守

り
を
し
て
ほ
し
い
か
た
は
、
気
軽

に
ス
テ
ッ
カ
ー
の
あ
る
と
こ
ろ
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「え！…ホントだね！」とほかの

お友達も納得

　みんなで大爆笑！

クラスで水ぼうそうが流行した後

でした。

ホットケーキの水ぼうそうもすっ

かり治って、

おいしいホットケーキをたらふく

食べました。

よつば保育園

�
今
後
�
病
状
�
�
�
�
�
医
学
的
�

見
通
�
�
�
�
�
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３月24日に国土交通省から平成21年地価公示結果が公表されました。本町に関するものは、次のとおりです。

 

地
価
公
示
�
�

　

地
価
公
示
法
の
規
定
に
基
づ
き

実
施
す
る
も
の
で
、
県
内
の
都
市

計
画
区
域
内
で
標
準
的
な
使
わ
れ

方
を
し
て
い
る
土
地
（
以
下
「
標

準
地
」）を
選
び
、
そ
の
適
正
な
土

地
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　

土
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安
に

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
国
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
が
公
共
用
地
等

を
買
収
す
る
場
合
の
基
準
と
も
な

る
ほ
か
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。  

土
地
�
売
買
�
�
�
�
� 

 

�
� 

�
�
地
価
公
示
価
格

 

�
調
�
�
�
�
�
�

　

売
買
の
対
象
と
な
る
土
地
の
条

件
（
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、

最
寄
駅
か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道

の
整
備
状
況
な
ど
）
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
の
適
正

な
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
地
価
公

示
結
果
、
役
場
で
簡
単
に
閲
覧
で

き
ま
す
の
で
、
土
地
売
買
の
と
き

に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を
お

調
べ
く
だ
さ
い
。
標
準
地
は
皆
さ

ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
価
公
示
価
格
は
１
月

１
日
現
在
の
価
格
で
す
の
で
、
そ

の
後
の
地
価
動
向
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

注）価格は、１平方㍍あたりの価格を過去３年分につ
いて表しています。また、（　）内の数字は、対前年変
動率（％）です。「▲」は減少を表しています。

地価公示に関するお問い合わせ

総務課　企画調整係

☎85－6123

対前年度変動率（単位：％）

住宅地 商業地 準工業地 工業地
調区内
宅地　

白鷹町平均 ▲4.2 ▲5.6 － － －

山形県平均 ▲4.2 ▲5.2 ▲4.7 ▲5.9 ▲3.9

全国平均 ▲3.2 ▲4.7 － ▲3.0 －

白鷹
－１

大字荒砥乙字出来町
東958番

19　年 20　年 21　年

円
20,300

（▲4.7）

円
19,500

（▲3.9）

円
18,800

（▲3.6）

白鷹
－２

大字鮎貝字粡町二
2406番1

19　年 20　年 21　年

円
13,400

（▲5.6）

円
12,800

（▲4.5）

円
12,200

（▲4.7）

白鷹
－３

大字荒砥乙字横町
1014番
（芳賀輪店）

19　年 20　年 21　年

円
33,700

（▲6.1）

円
31,900

（▲5.3）

円
30,100

（▲5.6）

平成21年地価公示結果について

ポンプ庫
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３月の町長交際費

平成21年３月に支出された町
長交際費についてお知らせし
ます。

■問い合わせ
　総務課総務係（☎85－6120）

春
の
山
形
県
火
災
予
防
運
動
実
施
中
（
４
月
22
日
ま
で
）

山
火
事
予
防
運
動
実
施
中
（
５
月
31
日
ま
で
）

�
�
�
�
�
�
�
不
注
意
�か
ら
の
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す

〜
防
火
意
識
を
高
め
、
尊
い
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
〜

  

７
日
か
ら
８
日
に
１
件
の

  

割
合
で
火
災
が
発
生

　

西
置
賜
地
区
の
平
成
20
年
の
出

火
件
数
は
42
件
で
、
平
成
19
年
と

比
較
し
て
17
件
増
え
、
過
去
10
年

間
で
最
も
多
い
出
火
件
数
と
な
り

ま
し
た
。
内
訳
と
し
て
は
、
建
物

火
災
が
24
件
（
７
件
増
）、林
野
火

災
が
７
件
（
６
件
増
）、車
両
火
災

が
２
件
（
前
年
比
同
）、
そ
の
他

火
災
が
９
件
（
４
件
増
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
に
よ
り
３
人
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
、
さ
ら
に
、
火
災

１
件
当
た
り
約
５
０
０
万
円
の
損

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

月
別
の
火
災
発
生
件
数
は
５
月

が
12
件
と
最
も
多
く
、
次
い
で
４

月
が
７
件
と
な
っ
て
お
り
、
６
月

の
２
件
を
含
め
る
と
、
４
〜
６
月

の
３
カ
月
で
全
体
の
半
数
の
火
災

が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
３
カ
月
間
の
特
徴
と
し
て
、

林
野
火
災
、
そ
の
他
火
災
の
ほ
と

ん
ど
が
、
こ
の
期
間
に
集
中
し
て

発
生
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
（
16
件
中
13
件
）。

  

た
き
火
、
火
入
れ
に
よ
る

  

火
災
が
多
発

　

「
た
き
火
」「
火
入
れ
」
に
よ
る

火
災
が
合
計
で
８
件
発
生
し
、
全

体
の
約
２
割
を
占
め
、
平
成
20
年

の
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
に
な
り
ま

し
た
。

　

火
災
と
な
っ
た
経
過
を
見
る
と
、

空
気
が
乾
燥
し
た
風
の
強
い
日
に

た
き
火
な
ど
を
し
た
た
め
延
焼
拡

大
し
た
り
、
火
の
粉
が
風
に
よ
り

飛
び
火
し
て
周
囲
の
可
燃
物
に
燃

え
移
っ
た
り
、
消
火
が
不
十
分
で

再
び
燃
え
だ
す
な
ど
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
火
災
の
多
く
は
、
一

人
ひ
と
り
の
火
の
取
り
扱
い
に
対

す
る
「
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
」

が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
こ
れ
ぐ
ら
い
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
」「
ち
ょ
っ
と
の
間
だ
け
だ
か
ら
」

と
軽
い
気
持
ち
で
行
っ
た
た
め
、

大
勢
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
結
果

に
な
る
恐
れ
が
十
分
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
細

心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
火
災

の
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
た
き
火
や
火
入
れ
を

す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
に
十
分

注
意
し
て
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2
0
2 2

3 3
4
3
4

0

7

12

0
2
4
6
8
10
12
14

平成20年の各月の火災発生件数
（西置賜地区）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

火
�
扱
�
�
�
�
注
意
事
項

た
き
火
、火
入
れ
を
行
う
前
に

◎
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
無

　

い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
。

◎
乾
燥
注
意
報
等
が
発
令
に
な
っ

　

て
い
る
と
き
や
、
風
の
強
い
と

　

き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
水
バ
ケ
ツ
や
消
火
器
な
ど
消
火

　

の
準
備
を
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

た
き
火
、火
入
れ
の
と
き
に

◎
火
が
消
え
る
ま
で
そ
の
場
を
離

　

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
た
き
火
や
火
入
れ
が
終
わ
っ
た

　

あ
と
、
再
び
燃
え
だ
す
こ
と
の

　

な
い
よ
う
に
、
完
全
に
火
が
消

　

え
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

山
や
林
野
で
の
タ
バ
コ
に
注
意

　

林
野
火
災
の
出
火
原
因
に
は
、

「
タ
バ
コ
」
の
不
始
末
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
山
菜
採
り
な
ど
で
山
に
入
っ

た
と
き
に
は
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨

て
な
ど
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組

合
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
88

－

１

７
９
７
）

支出命令日 区分 支出命令額 備　　　考
3月 6日 香典 10,000 円
3 月 6日 献花 15,000 円 弔慰生花
3月 9日 御祝 5,000 円 白鷹町認定農業者連絡協議会交流会
3月 9日 御祝 10,000 円 職員結婚祝
3月 13 日 香典 5,000 円
3 月 23 日 香典 20,000 円
3 月 23 日 香典 10,000 円

計 75,000 円
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65歳以上の公的年金受給者で、
町民税・県民税をお支払いのかたにお知らせです

町民税・県民税の公的年金からの
特別徴収制度が始まります

　今年の10月から、町民税・県民税の公的年金からの
特別徴収制度が始まります。
この制度は

  ○65歳以上の公的年金を受給されているかたで、
      町民税・県民税を納税する義務があるかたが対   
      象です。
  ○該当するかたには６月の納税通知書の発送時
      に個別にお知らせします。
  ○平成21年10月支給分年金から対象となります。
  ○納税者の納税方法を変更するもので、新たな　
      税負担が生じるものではありません。

■問い合わせ　税務出納課町民税係（☎85－6132）

白鷹町子育て支援医療給付事業白鷹町単
独で乳幼児・児童の

医療給付事業が始まります

小学校入学前まで医療費が無料となります。

小学生の医療費の３分の２を助成します。

０歳から小学校卒業まで所得制限が撤廃になります。

　対象者は？

①０歳から小学校入学前
（６歳になった日以降、最初の３月31日まで）
②６歳になった最初の４月１日から小学校終了
（12歳になった日以降、最初の３月31日まで）

　資格要件とは？

①白鷹町に住所の有るお子さんが対象です（所得
　制限はありません）。
②健康保険に必ず加入しているお子さんが対象に
　なります。

　申請はどのようにすればいいの？

①申請者は保護者のかたです。
②印鑑（認めの印鑑で大丈夫です）
③乳幼児、または児童の健康保険証
④申請者名義の預金口座のわかるもの
　（現金受取希望のかたも、役場１階の出納係で
　受け取りできます。）

⑤病院、歯科、薬局、接骨院など、保険医療機関
　の領収書（レシートは不可）
※以下の書類は該当するかたのみ必要です。
１）高額療養費の決定通知書の原本
２）医師の診断書、領収書のコピー
　（コルセットをつくったかた）
３）加入している健康保険組合などに付加給付制
　度がある場合、支給決定通知書の原本

　申請期限は？

　保険医療機関を受診した月の翌月から起算して
　１年間を期限とします。

■問い合わせ
　町民課国保医療係（☎85－6130）

領収書をなくした場合

は支払いできません。

治療の内訳がわかる領

収書をご持参ください。

※保険適用外の医療費は該当にはなりませんのでご注意ください。

ファミリーサポートセンターを
ご利用ください

　ファミリーサポートセンタ
ーとは、子育てのお手伝いを
受けたいかた（利用会員）と
子育てを応援できるかた（協
力会員）で構成される会員組
織です。
▼利用対象（利用会員）
　町内にお住まいのかたで、概ね小学校低学年
　以下の子どもの保護者
▼会員登録
　利用するには会員登録が必要です。登録　用
　紙は子育て支援センター（健康福祉課内）に
　あります。
※利用料金など、詳細はお問い合わせください。
■問い合わせ　健康福祉課
　子育て支援センター係（☎86－0212）



平成 21 年度白鷹町献血日程
～「愛のかたち・献血」にご協力ください～

日　　　時 会　　　場（敬称略）

4月23日
（木）

9：30～11：30
中央公民館
（ライオンズクラブ：一般）

13：00～16：00
中央公民館
（ライオンズクラブ：一般）

6月30日
（火）

9：30～11：30 ㈱ニクニ山形工場
13：30～16：00 山形部品㈱

9月17日
（木）

9：30～11：30 ㈱アーレスティ山形
13：30～16：30 しらたか不二サッシ㈱

10月16日
（金）

9：30～11：30 県立荒砥高等学校
13：30～14：30 山形部品㈱
15：30～16：30 日本ＧＴ㈱山形工場

11月27日
（金）

9：30～11：30
中央公民館
（ライオンズクラブ：一般）

13：00～16：00
中央公民館
（ライオンズクラブ：一般）

　　 広報しらたか　2009.4.13●25

平成21年度文書配付計画

＊文書配付は、毎月12日、22日としますが、その日

　が休日などの場合は、その前日または翌日などに

　配付します。

【臨時配付の予定】

●９月中旬ごろ…衆議院議員総選挙の選挙公報など

　の配付

●平成22年２月１日（月）…町県民税申告相談関係書

　類の配付

※任期満了以外による選挙が執行される場合、選挙

　公報など臨時に配付をお願いする場合があります。

■文書配付に関する問い合わせ

　総務課総務係（☎85－6120）

月 日

平成21年 ４月 13日（月） 22日（水）

５月 12日（火） 22日（金）

６月 12日（金） 22日（月）

７月 10日（金） 22日（水）

８月 12日（水） 21日（金）

９月 11日（金） 24日（木）

10月 13日（火） 22日（木）

11月 12日（木） 24日（火）

12月 11日（金） 22日（火）

平成22年 １月 12日（火） 22日（金）

２月 12日（金） 22日（月）

３月 12日（金） 23日（火）

白鷹町成人式を
開催します

◆一生一度の成人式

　今年度の成人式は下記
のとおり開催します。
　対象のかたには７月上
旬にご案内します。郷土
を離れている皆さんにも、ご家族のかたから、
日程について今からお知らせください。

　成人式の日程　

　●い　つ　８月15日（土）午前10時～
　●どこで　パワーセンター

　●対　象　昭和63年４月２日生から平成　
　　　　　　元年４月１日生までのかた
　＊平成15年度東・西中学校卒業者と、平　
　　成21年６月１日現在白鷹町に住民登録　
　　されているかたには、詳細について往　
　　復はがきでご案内します。

◆成人祭の実行委員を募集します

　例年成人式のあと、成人者の皆さんの企画
運営により「成人祭」が開催されています。
その成人祭の実行委員を募集します。思い出
に残る成人祭を、皆さんの手でつくっていき
ましょう。６月中に第１回の実行委員会を予
定しています。詳しくはお申し込み時にお知
らせします。
●実行委員応募締め切り　５月８日（金）

申込・問い合わせ
教育委員会　生涯学習係

☎85－6147

白
鷹
町
成
人
式
会
場
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催　し

第
23
回
�
�
開
�
�
�
�

　

今
年
も
最
上
川
に
約
２
０
０
匹

の
こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぎ
始
め
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
観
光
の
幕
開
け
で

す
。
ぜ
ひ
ヤ
ナ
開
き
ま
つ
り
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

４
月
29
日
（
水
・
祝
）

〜
５
月
６
日
（
水
・
祝
）

＊
イ
ベ
ン
ト
は
５
月
３
日
か
ら
５

　

日
ま
で
の
３
日
間
で
す
。

▼
ど
こ
で　

道
の
駅
白
鷹
ヤ
ナ
公
園

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

○
山
菜
汁
無
料
提
供　

昼
12
時
〜

　

（
先
着
２
０
０
人
）

○
金
魚
す
く
い
大
会

○
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

○
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
大
会

＊
や
き
そ
ば
、
や
き
と
り
、
ど
ん

ど
焼
き
な
ど
の
売
店
が
あ
り
ま
す
。

▼
主
催
者　

鮎
貝
八
幡
若
衆
会
、

白
鷹
町
商
工
会
青
年
部

募　集

置
賜
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
平

成
21
年
度
に
企
画
運
営
す
る
文
化

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
事
業
を
支
援
し

ま
す
。

▼
対
象
事
業　

歴
史
的
建
物
や
遊

休
施
設
を
活
用
し
た
文
化
事
業
、

市
町
の
枠
を
越
え
た
複
数
団
体
に

よ
る
文
化
事
業
、
大
河
ド
ラ
マ

「
天
地
人
」
関
連
文
化
事
業

▼
支
援
内
容　

共
催
負
担
金
（
最

大
40
万
円
）

▼
締
め
切
り　

５
月
１
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
地
域
支
援
課
（
☎
０
２
３

８

－

26

－

６
０
１
８
）

山
形
県
�
公
募
型
雇
用
創
出
事
業
�

�
�
知
�
�

　

現
在
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対

応
し
、
県
民
ニ
ー
ズ
の
あ
る
分
野

で
雇
用
創
出
を
図
る
た
め
、
新
た

に
失
業
者
を
雇
用
し
て
実
施
す
る

具
体
的
な
事
業
提
案
を
募
集
し
ま

す
。
新
し
く
人
材
を
雇
用
し
、
新

商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
よ

り
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

山
形
県
民
、
民
間
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
そ
の
他
の
法
人
ま

た
は
法
人
以
外
の
団
体
な
ど

▼
提
案
事
業
の
主
な
要
件　

次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

白
鷹
町
少
年
少
女
合
唱
団
員
募
集

　

歌
を
通
し
て
楽
し
い
仲
間
を
つ

く
り
、
10
月
オ
ー
プ
ン
の
白
鷹
町

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ
ー
む
」

に
あ
な
た
の
声
を
響
か
せ
よ
う
。

▼
対
象
者　

町
内
の
歌
の
好
き
な

保
育
園
年
長
児
と
小
学
生

▼
指
導
者　

長
谷
部
真
弓
先
生

▼
ピ
ア
ノ　

新
野
有
子
先
生

▼
団
費　

月
額
１
０
０
０
円

▼
練
習
日　

土
曜
日
（
月
３
回
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

▼
練
習
会
場　

中
央
公
民
館
な
ど

▼
締
め
切
り　

４
月
30
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
文

化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
４
６
）

地
域
�
文
化
活
動
�
応
援
�
�
�

　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

○
子
ど
も
の
魚
の
つ
か
み
ど
り　

　

（
午
後
３
時
〜
）

○
ト
ラ
ち
ゃ
ん
と
の
じ
ゃ
ん
け
ん

　

大
会

○
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

あ
ゆ
茶
屋
（
☎

85

－

５
５
７
７
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

開
店
�
�
�
�

　

11
月
末
ま
で
、
山
菜
料
理
、
郷

土
料
理
な
ど
、
予
約
で
承
り
ま
す
。

季
節
の
山
菜
や
農
産
物
加
工
品
も

販
売
し
ま
す
。

　

水
ば
し
ょ
う
園
が
見
ご
ろ
の
４

月
29
日
（
水
・
祝
）
か
ら
５
月
６

日
（
水
・
祝
）
ま
で
は
、
毎
日
、

開
店
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
場
所　

白
鷹
ス
キ
ー
セ
ン
タ
ー
内

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

ま
あ
・

ど
ん
な
会
代
表
／
佐
藤
洋
子
（
☎

０
８
０

－

１
６
７
１

－

９
３
０
８
）

鮎
貝
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

４
月
９
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

ス
ポ
ー
ツ
公
園

▼
催
し
物

○
よ
さ
こ
い
白
鷹
櫻
鷹
會

　

（
午
前
10
時
）

○
よ
さ
こ
い
響

　

（
午
後
12
時
半
、
午
後
２
時
）

白
鷹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

モ
ノ
づ
く
り
部
会
で

生
ま
れ
た
商
品

�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

地
元
白
鷹
産
た
ま
り
使
用

　

一
本　

  　

七
〇
〇
円

　

二
本
入　

一
五
五
七
円

白
鷹
町
荒
砥

和
菓
子
ぬ
ま
ざ
わ

℡
０
２
３
８
（
８
５
）
２
３
７
４

よ
う 

か
ん
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さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

「
ア
フ
リ
カ
へ

毛
布
を
お
く
る
運
動
」
置
賜
地
区

実
行
委
員
会
／
田
村
（
☎
88

－

３

１
４
３
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

青
�
鳥
郵
便
�
�
�
�
無
償
�

配
布
�
�
�

　

障
が
い
者
の
福
祉
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

郵
便
は
が
き
「
青
い
鳥
郵
便
は
が

き
」
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

▼
無
料
配
布
対
象　

重
度
身
体
障

が
い
者
（
１
級
・
２
級
）
ま
た
は

重
度
の
知
的
障
が
い
者
（
Ａ
ま
た

おしらせ

①
新
た
に
雇
用
し
た
失
業
者
の
雇 

　

用
期
間
は
原
則
１
年
以
上
（
更

　

新
可
）。

②
総
事
業
費
に
占
め
る
「
新
規
雇

　

用
し
た
失
業
者
に
か
か
る
人
件

　

費
」
の
割
合
が
５
割
以
上
で
あ

　

る
こ
と
。

③
委
託
期
間
の
終
了
後
も
事
業
の

　

継
続
が
見
込
め
る
内
容
。

▼
締
め
切
り　

４
月
30
日
（
木
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９
９

０

－

８
５
７
０　

山
形
市
松
波
２

－

８

－

１　

山
形
県
緊
急
雇
用
対

策
本
部
（
雇
用
労
政
課
内
／
☎
０

２
３

－

６
３
０

－

２
３
７
６
）

�
夏
休
�
子
�
�
�
�
�
�
in

神
町
自
衛
隊
�
参
加
者
募
集

▼
い
つ　

７
月
25
日
（
土
）
〜
26

日
（
日
）（
１
泊
２
日
）

▼
ど
こ
で　

神
町
駐
屯
地
内

▼
定
員　

小
学
生
２
０
０
人
〜
２

５
０
人

＊
子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

な
ど
団
体
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。
参
加
者
多
数
の
場
合
は

　

抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
実
施
内
容

①
野
外
テ
ン
ト
泊

②
体
験
試
乗
（
装
甲
車
な
ど
）

③
装
備
品
展
示
・
試
着

④
体
験
食

⑤
装
甲
車
と
綱
引
き
競
技

は
１
度
・
２
度
）
の
か
た

▼
内
容　

通
常
郵
便
は
が
き
（
無

地　

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
、
く
ぼ

み
入
り
）
一
人
20
枚

▼
受
付
期
限　

６
月
１
日
（
月
）

▼
持
ち
物　

障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳

▼
申
込
方
法　

右
記
の
手
帳
を
持

参
し
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
代
理
の
か
た

や
郵
送
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

郵
便
事
業
株
式

会
社
長
井
支
店
郵
便
課
（
☎
84

－

１
４
５
２
）

�
認
知
症
�
人
�
家
族
�
会
��

開
催
�
�
�

　

認
知
症
の
介
護
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
認
知

症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
か
た
が

集
ま
り
話
し
合
う
会
を
開
き
ま
す
。

認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
お
受
け

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

４
月
23
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
こ
ろ

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

認
知
症
の
人
と
家
族

の
か
た
、
介
護
者
の
か
た
な
ど

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
１
１
２
）

善
意
�
毛
布
�
�
�
�
�
�

　

自
然
災
害
や
紛
争
で
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
被
災
民
、

着
の
身
着
の
ま
ま
で
国
外
へ
非
難

せ
ざ
る
を
得
な
い
難
民
に
「
い
の

ち
の
支
え
」
と
な
る
毛
布
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
現
地
の
人
び
と
の

手
に
届
く
ま
で
の
海
外
輸
送
費
９

０
０
円
の
ご
協
力
を
併
せ
て
お
願

い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
の
善
意
の

毛
布
を
お
持
ち
よ
り
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

５
月
31
日
（
日
）

ま
で

▼
受
付
場
所　

荒
砥
地
区
公
民
館

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

平
成
21
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射

日
程
�
�
知
�
�

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
必
ず
年

１
回
受
け
る
よ
う
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
実
施
日　

６
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

５
日
（
金
）

＊
時
間
と
会
場
は
広
報
し
ら
た
か

　

５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
注
射
案
内
ハ
ガ
キ
は
５
月
８
日

　

（
金
）
に
発
送
し
ま
す
。

【
飼
い
犬
の
登
録
の
お
願
い
】

　

犬
を
飼
う
際
は
町
へ
の
登
録
が

必
要
で
す
の
で
、
登
録
が
お
済
み

で
な
い
か
た
は
、
至
急
町
民
課
で

登
録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

（
手
続
き
に
は
、
登
録
料
３
０
０

０
円
と
印
鑑
が
必
要
で
す
）。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し

環
境
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）

　建設水道課からのお知らせ

　　水道メーターの検針について

　冬期間休止していた水道メーター検針業務を５月
１日から再開します。
　検針を円滑に行うため次のことにご協力ください。
○メーターボックスの上や周りに物を置かないでく
　ださい。
○メーターボックス周辺に犬をつないでおかないで
　ください。

　　上下水道料金の冬期精算について

　１月請求分から４月請求分は、12月検針の水量で
算出した金額（推定料金）で納めていただいていま
すので、５月の検針（５月請求分）で精算させてい
ただきます。
　なお、還付金が発生した場合は、６月請求分に充
当しますのでご了承ください。
■問い合わせ　建設水道課水道係（☎85－6137）

⑥
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

⑦
そ
の
ほ
か
自
衛
隊
な
ら
で
は
の

催
し

■
問
い
合
わ
せ　

神
町
自
衛
隊
駐

屯
地
広
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

７

－

48

－

１
１
５
１
）
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名
荒砥甲 宮澤 裕 奏

かな

　斗
と

直　美

荒砥乙 荒生 隼　一 創
そ

　央
お

佳奈子

畔　藤 紺野 隆　信 心
こ

　夢
ゆめ

信　子

十　王 松野 嘉　範 悠
ゆう

　太
た

愛

畔　藤 舩山 裕　介 阿
あ

　門
もん

彩

畔　藤 小形 真　彦 斗
とう

　哉
や

恵

荒砥乙 佐藤 充 咲
さく

　愛
ら

里　実

荒砥甲 横山 水　也 美
み

　月
づき

美　雪

中　山 村山 孝　行 隼
はや

　斗
と

優　子

鮎　貝 船山 健　司 祥
さち

愛　子

高　玉 金田 和　明 康
こう

　暉
き

絵里香

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（倉　田　整　一　　山形市
橋　本　たき子　　十　王

（関　　　和　人　　山　口
齋　藤　真奈美　　鮎　貝

（鈴　木　　譲　　　飯豊町
五十嵐　里　美　　佐野原

（伊　藤　　元　　　鶴岡市
安　達　桃　子　　十　王

（大　滝　敏　広　　浅　立
　　村　佳代子　　南陽市

（児　玉　直　樹　　高　玉
齋　藤　恵里香　　滝　野

 住所　　  氏　　名  　年齢
畔　藤　　　原　い　ち　86
山　口　岩　崎　と　み　80
畔　藤　　　原　曻　平　80
十　王　守　屋　正　二　82
高　玉　児　玉　辰　二　92
十　王　小　暮　博　美　60
高　玉　佐　藤　ふ　さ　80
箕和田　齋　藤　き　ゑ　78
浅　立　小　形　利　雄　68
十　王　竹　田　信　雄　74
荒砥甲　森　谷　　　吉　69
荒砥甲　五十嵐　けさの　90
浅　立　髙　橋　與次郎　93
高　玉　梅　津　文　代　92
荒砥乙　中　島　や　ゑ　83
鮎　貝　黒　澤　　力　　86
中　山　布　施　隆　志　53
荒砥乙　奥　山　源　太　80
鮎　貝　松　田　政　雄　79
荒砥甲　別　部　順　一　71
荒砥甲　那　須　清　吉  100
下　山　安　部　　ゑ　　95
荒砥甲　小　出　　　ん　91
荒砥甲　梅　津　次　郎　87

【3月1日～3月31日届出】
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�
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�
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�
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�
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戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

「古
典桜の里」へようこそ

第
�
回
桜
回
廊
�
茶
席

▼
い
つ　

４
月
17
日
（
金
）
〜

27
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

荒
砥
駅
資
料
館
内

▼
内
容

①
お
も
て
な
し
（
お
茶
と
よ
う

　

か
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
と
お
菓
子
、

　

み
そ
田
楽
）

②
売
店

【
売
店
出
店
者
募
集
】

　

出
店
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
服
装　

上
下
白
か
黒
の
洋
服
、

も
し
く
は
紬
か
お
召
し

＊
エ
プ
ロ
ン
を
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▼
出
店
募
集
締
め
切
り

　

４
月
10
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
駅
資
料

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
／
新
野

（
☎
85

－

５
５
８
１
）

荒
砥
駅
前
交
流
施
設
資
料
館

展
示
の
ご
案
内

「
長
谷
堂
合
戦
へ
の
み
ち

＆
桜
と
松
展
」

平
成
21
年
４
月
〜
５
月

「高玉芝居」上演
　町指定無形文化財の高玉芝居は、遠く江
戸時代から多くの人びとに愛され、涙と感
動を与え続けてきました。地元の人びとに
よって守られてきた地芝居が、満開の釜の
越桜の下で演じられます。
○い　つ　４月25日（土）午後６時25分～
○どこで　釜の越農村公園
■問い合わせ　白鷹町観光協会（☎86－0086）

白鷹の古典桜がようやく目を覚まします。
その桜たちに会いに全国から人びとが訪れます。
町内各地では、人びとを楽しませるイベントやお
もてなしを行う茶屋などが開かれます。
皆さんもぜひお出掛けください。


